
計画の区分： 学部の設置

新潟経営大学　観光経営学部　観光経営学科

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和２年度の履行状況

[平成28年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　担当部局（課）名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【認可（ＪＤ）】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人加茂暁星学園　　　
令和２年５月１日現在

　作成担当者

　職名・氏名　参事
サンジソウムカカリチョウジムトリアツカイ

総務係事務取扱・田村
タ ム ラ

　慶
ヨシ

夫
オ

　　　電話番号　　0256-53-3000

　　　（夜間）　　0256-53-3000

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　0256-53-4544

　　　ｅ－mail　　soumu@duck.niigataum.ac.jp

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

認可（ＪＤ）

大学番号：１５３
注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ フジタ　トシアキ ） （ サトウ　クニヨシ ）

藤田　敏明 佐藤　邦義

（平成24年4月） （平成30年6月）

（ ワタナベ　タモツ ）  （ ホリ ミネオ ）　（ナカジマ ジュン）

渡辺　保  堀　峰生　中島　純

（平成24年4月）  （平成30年4月）（令和2年5月）

（ ツェリッシェフ　イワン ）  （ ヤブシタ ヤスヒロ ）　（ﾂｪﾘｯｼｪﾌ･ｲﾜﾝ）

ツェリッシェフ イワン藪下 保弘　ﾂｪﾘｯｼｪﾌ･ｲﾜﾝ

（平成28年4月）  （平成30年4月）（令和2年4月）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人加茂暁星学園

（２） 大　学　名
　　　　新潟経営大学

（３） 調査対象大学等の位置

　　　〒959－1321
　　　　新潟県加茂市希望ヶ丘2909-2

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長 辞職申出による（元）

学　　長
 任期満了（30）
辞任申し出による（２）

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和元年度に報告済の内容　→（元）

　　　　　　令和２年度に報告する内容　→（２）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

学 部 長
 任期満了（30）
任期満了（２）

学科長等

1



（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２８年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　観光経営学部

　観光経営学科

学士（観光経営学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

60人 人 60 人 60人 人 60人 人 60人 人

29 - 28 - 47 - 41 62

(  -  ) (  -  ) (  -  ) (  -  ) ((9)) (  -  ) (  -  ) (　 　) (　 　) (　 　)

[  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  2  ] [  -  ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

28 27 - 45 - 41 60

(  -  ) (  -  ) (  -  ) (  -  ) ((9)) (  -  ) (  -  ) (　 　) (　 　) (　 　)

[  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  2  ] [  -  ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

25 - 24 - 35 - 32 51

(  -  ) (  -  ) (  -  ) (  -  ) ((9)) (  -  ) (  -  ) (　 　) (　 　) (　 　)

[  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  2  ] [  -  ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

19 - 13 - 22 - 22 26

(  -  ) (  -  ) (  -  ) (  -  ) ((8)) (  -  ) (  -  ) (　 　) (　 　) (　 　)

[  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  2  ] [  -  ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　「春季入学」、「その他の学期」については，各国際連携学科の入学時期に合わせて表を修正してください。

　　　（例）「春季入学」→「４月入学」、「１０月入学」等

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

60 - 240

備　　考

経済学関係

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

令和元年度

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和２年度 開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

4

志願者数

Ａ　 入学定員 (　　 　) (　　 　) (　　 　)

0.33倍

平均入学定
員

超 過 率

0.31倍

　　　・＜　＞内の数字は、母体となる学部等の全体の入学定員を記入してください。

0.43

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

0.31 0.21 0.36

(　　 　)

[ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

(　　 　)

[ 　　　 ]

0.36

平成30年度2
年次編入、3
年次編入実

施
(30)

[ 　　　 ]

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

19 - 17 - 22 - 22 26

[  0  ] [  -  ] [  4  ] [  -  ] [  2  ] [  -  ] [  0  ] [　 　] [　　 ] [　 　]

0 （  -  ） （　　） （  -  ） 0 （  -  ） 0 （　　）

21 - 19 - 24 22

[  2  ] [  -  ] [  6  ] [  -  ] [  4  ] [　 　] [　　 ] [　 　]

0 （  -  ） 0 （  -  ） （　　） （　　） （　　） （　　）

25 - 19 23

[  2  ] [  -  ] [  6  ] [　 　] [  4  ] [　 　]

（　　） （  -  ） （　　） （　　） （　　） （　　）

23 18

[  2  ] [　 　] [  6  ] [　 　]

（　　）（　　）（　　）（　　）

　　　・　「春季入学」、「その他の学期」については，各国際連携学科の入学時期に合わせて表を修正してください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

１年次

2年次
経営情報学部から転学部4名(29)

3年次
経営情報学部から転学部2名(29)

2年次編入3名(30)
3年次編入5名(30)

２年次

３年次

４年次

91

[    0    ] [    6    ] [    10    ] [   10  　]計

19 38 66

　　　（例）「春季入学」→「４月入学」、「１０月入学」等

（　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

令和元年度

88

[    12    ]

（　　　　 ）

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和２年度
備　　　　　考

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

19 人 0 人 平成２８年度 0 人 0 人

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 2 人 2 人 ・[専門学校進学（１）]　　・[就職（１）]

平成２８年度 1 人 0 人 ・[修学意欲の低下（１）]

平成２９年度 2 人 2 人

平成３０年度 2 人 1 人 ・[修学意欲の低下（１）]　　・[就職（１）]

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 2 人 2 人 ・[専門学校進学（１）]　　・[就職（１）]

平成３０年度 2 人 1 人 ・[修学意欲の低下（１）]　　・[就職（１）]

令和元年度 0 人 0 人

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 2 人 2 人 ・[専門学校進学（１）]　　・[就職（１）]

平成３０年度 3 人 1 人 ・[修学意欲の低下（１）]　・[心理症状・家庭の事情の為]・[就職の為]

令和元年度 0 人 0 人

令和２年度 人 人

8 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 0
平成２８年度の在学者数（ｂ） 19

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 2
平成２９年度の在学者数（ｂ） 38

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 3
平成３０年度の在学者数（ｂ） 66

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 88

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 3
令和２年度の在学者数（ｂ） 89

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

主な退学理由
（留学生の理由は[　]書き）

内訳

うち留学生数

退学者数

人

　　　区　分

対象年度

在学者数（b） 退学者数（a）

平成２８年度

入学した年度

平成２９年度 38 人 2

令和２年度 89 人 3

平成３０年度 66 人 3

= = 5.26 ％

= = 4.54 ％

= = 3.37 ％

= = 0 ％

人

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

令和元年度 88 人 0 人

人

合　　計

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

= = 0 ％

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 4 2

1後 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1 2 1 1 1

1前 1 1 1 1前 2 1

1後 1 1 1 1後 2 2 1

1前 1 1 1 1前 4 1 1

1後 1 1 1 1後 4 1 1

1通 2 9 2 3 1通 2 1

1前 1 1 1 1前 2 1 1

1後 1 1 1 1後 2 1

1前 1 1 2 1前 2 1 1

1後 1 1 2 1後 2 2

1前 1 1 1

1後 1 1 1

― 24 0 0 14 6 11 0 0 11 ― 36 0 0 11 3 7 0 0 4

2前 2 1 2 2

2前 2 1 2 2

2前 2 1 2 2

2後 2 3 2 2 2

2前 1 2 2 4

2後 1 2 2 2

2後 2 1 2 4

2後 2 1 2 2

2通 2 9 2 3 2 2 2

2前 1 1 1 2 2 2

2後 1 1 1 2 2 2

2前 1 2 2 2

2後 1 2 2 2

2前 1 1 2 2 2

2後 1 1 2 2 2

2前 1 1 1 2 2

2後 1 1 1 2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

― 24 0 0 14 6 11 0 0 15 ― 26 54 0 0 0 0 0 0 0

3後 2 4 1 3後 2 2

3前 1 1 1 3前 4 1

3後 1 1 1 3後 4 1

3前 2 1 4 4

3前 1 2 3 4 1

3後 1 2 3 2 1

3前 1 1 2 3 2 1

3後 1 1 2 3 2 1

4前 2 1 3 2

4後 2 1 3 2

4前 2 1 3 2 1

4前 2 1 3 2 1

4前 2 1 3 2

3 1

3 1

3 2

3 2

3 1

3 1

― 10 10 0 9 3 0 0 0 13 ― 14 28 0 0 0 0 0 0 10

専
門
基
本
科
目

宿泊産業論

ホスピタリティ産業論

旅行ビジネス論

交通産業論

旅行業法

観光地理

ビジネスイングリッシュⅠ

ビジネスイングリッシュⅡ

通訳ガイド入門

通訳ガイドⅠ

異文化コミュニケーション

観光経営実習

短期留学

英語特論Ⅱ 観光地経営論

中国語特論 グリーンツーリズム論

韓国語特論 リゾート経営論

ロシア語特論

合計（専門応用科目） 合計（専門応用科目）

スキー産業論

ビジネスイングリッシュⅢ

ビジネスイングリッシュⅣ

通訳ガイドⅡ

通訳ガイドⅢ

パブリックスピーキングⅠ

パブリックスピーキングⅡ

地域活性化研究

コンピュータリテラシー応用Ⅱ

リーディングⅡ 農業ビジネス論

ライティングⅡ フードビジネス論

合計（専門基本科目） 合計（専門基本科目）

専
門
応
用
科
目

キャリアデザインⅡ

専
攻
完
成
科
目

キャリアデザインⅡ

観光英語Ⅴ アドバンスト・イングリッシュ

観光英語Ⅵ 専門ゼミナールⅠ

観光経営Ⅲ 専門ゼミナールⅡ

オーラルイングリッシュⅢ ESP(上級）

オーラルイングリッシュⅣ 観光政策論

英会話Ⅴ 公共政策論

英会話Ⅵ 農業政策論

都市開発論

シティ・プロモーション

タウン・マネジメント

旅行実務演習

長期留学

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

世界遺産論

オーラルイングリッシュⅠ 地域創造論

オーラルイングリッシュⅡ 観光ソリューション

英会話Ⅲ 観光まちづくり

英会話Ⅳ 農村社会論専
攻
基
盤
科
目

合計（専門基礎必修科目）

観光経営Ⅱ ビジネス・アカウンティング

マーケティングの基礎 課題発見・解決（プラクティス）

財務諸表の見方・作り方 観光データ分析

キャリアデザインⅠ キャリアデザイン

観光英語Ⅲ　 ESP（中級）

観光英語Ⅳ 基礎演習

観光政策論 コミュニカティブ・イングリッシュ

レジャー産業論 観光経営総論

基礎ゼミナールⅡ ニューツーリズム論

英語特論Ⅰ 環境と開発

専
門
基
礎
必
修
科
目

経営学の基礎

基
礎
科
目

経営学の基礎

簿記会計Ⅰ アカウンティング入門

簿記会計Ⅱ ビジネスマナーとホスピタリティ

ビジネスマナーとホスピタリティ 観光データサイエンス

観光経営Ⅰ 観光経営入門

新潟県の観光

基礎ゼミナールⅠ 課題発見・解決（リテラシー）

英語Ⅰ フィールドワーク

地域と観光

観光英語Ⅰ アカデミックリテラシー

観光英語Ⅱ 現代社会事情

コンピュータリテラシー基礎Ⅰ ESP(初級）

コンピュータリテラシー基礎Ⅱ ジェネラル・イングリッシュ

コンピュータリテラシー応用Ⅰ

英語Ⅱ 国際コミュニケーション

英会話Ⅰ スペシャル・イングリッシュ

英会話Ⅱ SDGs

リーディングⅠ

ライティングⅠ

合計（専門基礎必修科目）

２　授業科目の概要

＜観光経営学部　観光経営学科＞

配
当
年
次

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】 【令和2年度】

科
目
区
分

授業科目の名称

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2

1 2

2前 2 1 1 2

2後 2 1 1 2

2前 2 1 2前 2

2後 2 1 2後 2

2通 2 1 1 2通 2

2前 2 1 2前 2

2後 2 1 1後 2

2前 2 1 2前 2

2後 2 1 2後 2

2後 2 3 2後 2

3前 2 1 2前 2

3後 2 1 2後 2

3前 2 1 2前 2

3後 2 1 2後 2

3前 2 1 2前 2

3後 2 1 2後 2

3前 2 1 2前 2

3後 2 1 2後 2

3前 2 1 1前 2

3後 2 1 2後 2

3前 2 1 2前 2

3後 2 1 2後 2

3前 2 1 2前 2

3後 2 1 2後 2

3前・後 2 3 1 2前・後 2

2後 　 2 　

2前 2

2後 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

3 2

3 2

2 2

2 2

3 2

3 2

2 2

2 2

3 2

3 2

1 2

2 2

2 2

2 2

3 1

3 1

3 1

3 1

3 1

3 1

3 4

― 0 50 0 9 0 2 0 0 20 ― 0 112 0 0 0 0 0 0 0

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前・後 2 3

― 0 10 0 4 0 0 0 0 3

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1 1

2前 2 1

2前・後 2 1

― 0 10 0 4 2 0 0 0 0

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1
2前 2 1

― 0 14 0 4 0 2 0 0 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

― 0 10 0 5 0 0 0 0 0

― 0 44 0 17 2 2 0 0 4 ― 0 0 0 0 0 0 0 0 0

マーケティングⅠ

日本経済論

経営分析論Ⅰ

経営分析論Ⅱ

アジアビジネス論Ⅰ

アジアビジネス論Ⅱ

専
門
選
択
科
目

金融商品取引法

国際取引法

知的財産法

ロシア語会話Ⅰ

ロシア語会話Ⅱ

韓国語会話Ⅰ

韓国語会話Ⅱ

課題研究

自
由
選
択
科
目

アジアビジネス論Ⅰ

アジアビジネス論Ⅱ

販売と経営Ⅲ

財務管理論Ⅱ

経営組織論Ⅱ

経済学の基礎

人的資源管理論Ⅰ

人的資源管理論Ⅱ

イノベーション論Ⅰ

販売と経営Ⅳ

インターンシップ

経営戦略論Ⅱ

経営分析論Ⅰ

経営分析論Ⅱ

中国語会話Ⅱ

中国語会話Ⅰ

線形代数論

マーケティングⅡ

経営戦略論Ⅰ

日本経済論

国際経済論

経営戦略論Ⅰ プログラミング(python)

経営戦略論Ⅱ

小計(英語・ツーリズムコース科目)

ホ
テ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
コ
ー

ス

宿泊産業論

ホテル経営論

旅行ビジネス論

セレモニー産業論

宿泊関連産業実習Ⅰ

小計(ホテル・ホスピタリティコース科目)

英
語
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス

異文化コミュニケーション

通訳ガイド入門

通訳ガイド演習Ⅰ

旅行ビジネス論

旅行業法

観光産業実習Ⅰ
旅行実務演習

合計（専門選択科目） 合計（専門選択科目）

合計（専門選択科目） 合計（専門選択科目）

コ
ー
ス
専
門
基
本
科
目

レ
ジ

ャ
ー

・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

ス

地域とビジネスⅠ

地域とビジネスⅡ

まちづくり論

まちづくり実習Ⅰ

レジャー＆アウトドア実習Ⅰ

小計(レジャー・まちづくりコース科目)

ア
グ
リ
フ
ー

ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス

農業と観光

フードビジネス論

アグリ・フード実習Ⅰ

農業ビジネス論Ⅰ

農業ビジネス論Ⅱ

小計(アグリフードビジネスコース科目)

国際経営論

インターンシップ 消費者法

労働法

経営管理総論Ⅰ

経営管理総論Ⅱ

英文会計

地場産業論Ⅰ

地場産業論Ⅱ

財務管理論Ⅰ

財務管理論Ⅰ データマイニング論

財務管理論Ⅱ ビッグデータ分析論

国際経済論 経営組織論Ⅰ

販売と経営Ⅰ

原価計算論Ⅱ 販売と経営Ⅱ

経営トップセミナー 減価計算論Ⅰ

マーケティングⅠ 減価計算論Ⅱ

マーケティングⅡ 経営トップセミナー

単位数

販売と経営Ⅱ 海外英語実習

原価計算論Ⅰ

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

ボランティア

イニシアティブ・プロジェクト

財務会計Ⅰ 観光経営特殊講座

財務会計Ⅱ 経営学実地研究

ビジネス法Ⅰ 財務会計Ⅰ

ビジネス法Ⅱ 財務会計Ⅱ

海外英語実習 ビジネス法Ⅰ

販売と経営Ⅰ ビジネス法Ⅱ

科
目
区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

販売と経営Ⅲ イノベーション論Ⅱ

販売と経営Ⅳ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3通 4 1 1

4通 4 1 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3前・後 2 3

― 8 18 0 7 1 3 0 0 4

3通 4 2 1

4通 4 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 2 1 1

3後 2 1 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

― 8 18 0 11 5 1 0 0 0

3通 4 2 1 1

4通 4 2 1 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

― 8 22 0 9 4 2 0 0 4

3通 4 2

4通 4 2

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

― 8 18 0 8 0 0 0 0 5

― 32 76 0 35 10 6 0 0 13

秘書概論

秘書実務

サービスと接遇

小計(ホテル・ホスピタリティコース科目)

合計（専門選択科目）

交通サービス論

観光産業実習Ⅱ

小計(英語・ツーリズムコース科目)

ホ
テ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ

宿泊関連産業実習Ⅱ

ホスピタリティ産業の人材管理

民宿・旅館経営論

着物文化と演習

ブライダル論

ブライダル演習

英
語
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ

観光地理

パブリックスピーキングⅠ

パブリックスピーキングⅡ

通訳ガイド演習Ⅱ

通訳ガイド演習Ⅲ

通訳ガイド総合演習

ビジネスイングリッシュⅠ

ビジネスイングリッシュⅡ

航空ビジネス論

農業政策論

アグリ・フード実習Ⅱ

アグリ・フード実習Ⅲ

配
当
年
次

農業経営論

食と文化

商品の開発Ⅰ

商品の開発Ⅱ

小計(アグリフードビジネスコース科目)

まちづくり実習Ⅱ

観光調査法

レジャー＆アウトドア実習Ⅱ

小計(レジャー・まちづくりコース科目)

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

コ
ー
ス
専
門
応
用
科
目

レ
ジ

ャ
ー
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ

環境と自然エネルギー

テーマパークとリゾート

地域とイベント

スキー産業論

観光と開発

世界遺産論

ア
グ
リ
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ

アグリビジネス起業論

グリーンツーリズム特論

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 1 1 1 2

2後 1 1 2後 1

3前 1 1 2 1

3後 1 1 2 1

2前 1 1 2 1

2後 1 1 2 1

3前 1 1 2 1

3後 1 1 1 2

2前 1 1 1 2

2後 1 1 1 2

3前 1 1 1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

― 0 11 0 4 0 0 0 0 7 ― 2 36 0 0 0 0 0 0 0

現在社会と情報

地誌

現在社会とスポーツ

社会学

人工知識論

教
養
科
目

心理学

韓国語Ⅱ 経済学

韓国語会話Ⅰ 現在社会と福祉

小計(外国語科目) 小計(教養科目)

日本国憲法

認知科学

教養の数学

教養の統計

科学技術史

日本史

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
養
科
目

外
国
語
科
目

中国語Ⅰ アジア言語入門（中･露･韓）

中国語Ⅱ 中国語Ⅰ

中国語会話Ⅰ 中国語Ⅱ

中国語会話Ⅱ ロシア語Ⅰ

ロシア語Ⅰ ロシア語Ⅱ

ロシア語Ⅱ 韓国語Ⅰ

ロシア語会話Ⅰ 韓国語Ⅱ

ロシア語会話Ⅱ 法学

韓国語Ⅰ

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次
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1前 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1前 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1後 2 3

1前 2 4

1後 2 1

1通 2 1 2

1後 2 1

― 4 26 0 1 0 0 0 0 21

― 4 37 0 5 0 0 0 0 28

― 2 36 0 0 0 0 0 0 0合計（教養科目）

卒業要件及び履修方法

基礎科目　 34単位
専攻基盤科目　 40単位
専攻完成科目　 20単位
自由選択家屋 14単位以上
教養科目 16単位
計124単位以上

合計（教養科目）

卒業要件及び履修方法

専門基礎必修科目24単位(すべて必修科目） 、専門基本科目24単位(すべて必
修科目）、専門応用科目から必修科目10単位を含め12単位以上、専門選択科目
から14単位以上、2年次に4つのコースの中から１つのコースを選択後そのコー
スにおけるコース専門基本科目から8単位以上、3年次に2年次に選択したコース
におけるコース専門応用科目から必修科目8単位を含め24単位以上、教養科目
の外国語科目(1言語で継続して）から4単位、教養科目の一般教養科目から必
修科目4単位を含め14単位以上修得し、124単位以上修得すること。（履修科目
の上限：1年次のみ44単位(年間））

スポーツ&レジャー

宗教学

アジア言語入門（中･露･韓）

現代社会と情報

小計(一般教養科目)

一
般
教
養
科
目

法学

心理学

経済学

現代社会と福祉

日本国憲法

地理学

外国史

教養の文章理解Ⅰ

教養の文章理解Ⅱ

アウトドアスポーツ

教養の自然科学

9



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

1通 2 9 2 3 1通 2 9 2 3

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

1前 1 1 2 1前 1 1 2

1後 1 1 2 1後 1 1 2

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

― 24 0 0 14 6 11 0 0 11 ― 24 0 0 14 6 11 0 0 11

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 3 2 2後 2 3 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2通 2 9 2 3 2通 2 9 2 3

2前 1 1 1 2前 1 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 1 2 2前 1 1 1

2後 1 1 2 2後 1 1 1

2前 1 1 1 2前 1 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

― 24 0 0 14 6 11 0 0 15 ― 24 0 0 14 6 11 0 0 13

3後 2 4 1 3後 2 4 1

3前 1 1 1 3前 1 1 1

3後 1 1 1 3後 1 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 2 3前 1 1

3後 1 2 3後 1 1

3前 1 1 2 3前 1 1 2

3後 1 1 2 3後 1 1 2

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

― 10 10 0 9 3 0 0 0 13 ― 10 10 0 9 3 0 0 0 11

ロシア語特論 ロシア語特論

合計(専門応用科目) 合計(専門応用科目)

英会話Ⅵ 英会話Ⅵ

英語特論Ⅰ 英語特論Ⅰ

英語特論Ⅱ 英語特論Ⅱ

中国語特論 中国語特論

韓国語特論 韓国語特論

英会話Ⅳ 英会話Ⅳ

リーディングⅡ リーディングⅡ

ライティングⅡ ライティングⅡ

合計(専門基本科目) 合計(専門基本科目)

専
門
応
用
科
目

キャリアデザインⅡ

専
門
応
用
科
目

キャリアデザインⅡ

観光英語Ⅴ 観光英語Ⅴ

観光英語Ⅵ 観光英語Ⅵ

観光経営Ⅲ 観光経営Ⅲ

オーラルイングリッシュⅢ オーラルイングリッシュⅢ

オーラルイングリッシュⅣ オーラルイングリッシュⅣ

英会話Ⅴ 英会話Ⅴ

コンピュータリテラシー応用Ⅰ コンピュータリテラシー応用Ⅰ

コンピュータリテラシー応用Ⅱ コンピュータリテラシー応用Ⅱ

オーラルイングリッシュⅠ オーラルイングリッシュⅠ

オーラルイングリッシュⅡ オーラルイングリッシュⅡ

英会話Ⅲ 英会話Ⅲ

ライティングⅠ ライティングⅠ

合計(専門基礎必修科目) 合計(専門基礎必修科目)

専
門
基
本
科
目

観光経営Ⅱ

専
門
基
本
科
目

観光経営Ⅱ

マーケティングの基礎 マーケティングの基礎

財務諸表の見方・作り方 財務諸表の見方・作り方

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅠ

観光英語Ⅲ　 観光英語Ⅲ　

観光英語Ⅳ 観光英語Ⅳ

観光政策論 観光政策論

レジャー産業論 レジャー産業論

基礎ゼミナールⅡ 基礎ゼミナールⅡ

英語Ⅰ 英語Ⅰ

英語Ⅱ 英語Ⅱ

英会話Ⅰ 英会話Ⅰ

英会話Ⅱ 英会話Ⅱ

リーディングⅠ リーディングⅠ

専
門
基
礎
必
修
科
目

経営学の基礎

専
門
基
礎
必
修
科
目

経営学の基礎

簿記会計Ⅰ 簿記会計Ⅰ

簿記会計Ⅱ 簿記会計Ⅱ

ビジネスマナーとホスピタリティ ビジネスマナーとホスピタリティ

観光経営Ⅰ 観光経営Ⅰ

新潟県の観光 新潟県の観光

観光英語Ⅰ 観光英語Ⅰ

観光英語Ⅱ 観光英語Ⅱ

コンピュータリテラシー基礎Ⅰ コンピュータリテラシー基礎Ⅰ

コンピュータリテラシー基礎Ⅱ コンピュータリテラシー基礎Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅠ

【平成２８年度】 【平成２９年度】

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1通 2 1

1前・後 2 2 1 兼4

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2通 2 1 1 2通 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 3 2後 2 3

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前・後 2 3 1 3前・後 2 3 1

3後 　 2 　 　 　 　 　 1

― 0 50 0 9 0 2 0 0 20 ― 0 56 0 12 0 3 0 0 21

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前・後 2 3 2前・後 2 3

― 0 10 0 4 0 0 0 0 3 ― 0 10 0 4 0 0 0 0 3

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前・後 2 1 2前・後 2 1

― 0 10 0 4 2 0 0 0 0 ― 0 10 0 4 2 0 0 0 0

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

― 0 14 0 4 0 2 0 0 1 ― 0 14 0 4 0 2 0 0 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

― 0 10 0 5 0 0 0 0 0 ― 0 10 0 5 0 0 0 0 0

― 0 44 0 17 2 2 0 0 4 ― 0 44 0 17 2 2 0 0 4合計(コース専門基本科目) 合計(コース専門基本科目)

ホ

テ

ル

・

ホ

ス

ピ

タ

リ

テ

ィ
コ

ー

ス

宿泊産業論
ホ

テ

ル

・

ホ

ス

ピ

タ

リ

テ

ィ
コ

ー

ス

宿泊産業論

ホテル経営論 ホテル経営論

旅行ビジネス論 旅行ビジネス論

セレモニー産業論 セレモニー産業論

宿泊関連産業実習Ⅰ 宿泊関連産業実習Ⅰ

小計(ホテル・ホスピタリティコース科目) 小計(ホテル・ホスピタリティコース科目)

コ
ー
ス
専
門
基
本
科
目

レ
ジ

ャ
ー

・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

ス

地域とビジネスⅠ

まちづくり実習Ⅰ

レジャー＆アウトドア実習Ⅰ レジャー＆アウトドア実習Ⅰ

小計(レジャー・まちづくりコース科目) 小計(レジャー・まちづくりコース科目)

英
語
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス

異文化コミュニケーション 英
語
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス

異文化コミュニケーション

通訳ガイド入門 通訳ガイド入門

通訳ガイド演習Ⅰ 通訳ガイド演習Ⅰ

旅行ビジネス論 旅行ビジネス論

旅行業法 旅行業法

観光産業実習Ⅰ 観光産業実習Ⅰ

旅行実務演習 旅行実務演習

小計(英語・ツーリズムコース科目) 小計(英語・ツーリズムコース科目)

コ
ー
ス
専
門
基
本
科
目

レ
ジ

ャ
ー

・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

ス

地域とビジネスⅠ

地域とビジネスⅡ 地域とビジネスⅡ

まちづくり論 まちづくり論

まちづくり実習Ⅰ

ア
グ
リ
フ
ー

ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス

農業と観光
ア
グ
リ
フ
ー

ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス

農業と観光

フードビジネス論 フードビジネス論

アグリ・フード実習Ⅰ アグリ・フード実習Ⅰ

販売と経営Ⅲ 販売と経営Ⅲ

販売と経営Ⅳ 販売と経営Ⅳ

インターンシップ インターンシップ

英文会計

合計(専門選択科目) 合計(専門選択科目)

農業ビジネス論Ⅰ 農業ビジネス論Ⅰ

農業ビジネス論Ⅱ 農業ビジネス論Ⅱ

小計(アグリフードビジネスコース科目) 小計(アグリフードビジネスコース科目)

日本経済論 日本経済論

経営分析論Ⅰ 経営分析論Ⅰ

経営分析論Ⅱ 経営分析論Ⅱ

アジアビジネス論Ⅰ アジアビジネス論Ⅰ

アジアビジネス論Ⅱ アジアビジネス論Ⅱ

経営戦略論Ⅰ 経営戦略論Ⅰ

経営戦略論Ⅱ 経営戦略論Ⅱ

財務管理論Ⅰ 財務管理論Ⅰ

財務管理論Ⅱ 財務管理論Ⅱ

国際経済論 国際経済論

原価計算論Ⅰ 原価計算論Ⅰ

原価計算論Ⅱ 原価計算論Ⅱ 

経営トップセミナー 経営トップセミナー

マーケティングⅠ マーケティングⅠ

マーケティングⅡ マーケティングⅡ

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

専
門
選
択
科
目

専
門
選
択
科
目

地域と観光

経営学実地研究(繰り返し履修可）

財務会計Ⅰ 財務会計Ⅰ

財務会計Ⅱ 財務会計Ⅱ

ビジネス法Ⅰ ビジネス法Ⅰ

ビジネス法Ⅱ ビジネス法Ⅱ

海外英語実習 海外英語実習

販売と経営Ⅰ 販売と経営Ⅰ

販売と経営Ⅱ 販売と経営Ⅱ

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

3通 4 1 1 3通 4 1 1

4通 4 1 1 4通 4 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前・後 2 3 3前・後 2 3

― 8 18 0 7 1 3 0 0 4 ― 8 18 0 7 1 3 0 0 4

3通 4 2 1 3通 4 2 1

4通 4 2 1 4通 4 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 1 1 3後 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

― 8 18 0 11 5 1 0 0 0 ― 8 18 0 11 5 1 0 0 0

3通 4 2 1 1 3通 4 2 1 1

4通 4 2 1 1 4通 4 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

― 8 22 0 9 4 2 0 0 4 ― 8 22 0 9 4 2 0 0 4

3通 4 2 3通 4 2

4通 4 2 4通 4 2

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

― 8 18 0 8 0 0 0 0 5 ― 8 18 0 8 0 0 0 0 5

― 32 76 0 35 10 6 0 0 13 ― 32 76 0 35 10 6 0 0 13

秘書概論 秘書概論

秘書実務 秘書実務

サービスと接遇 サービスと接遇

小計(ホテル・ホスピタリティコース科目) 小計(ホテル・ホスピタリティコース科目)

合計(コース専門応用科目) 合計(コース専門応用科目)

交通サービス論 交通サービス論

観光産業実習Ⅱ 観光産業実習Ⅱ

小計(英語・ツーリズムコース科目) 小計(英語・ツーリズムコース科目)

ホ
テ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

ホ
テ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ 専門ゼミナールⅡ

宿泊関連産業実習Ⅱ 宿泊関連産業実習Ⅱ

ホスピタリティ産業の人材管理 ホスピタリティ産業の人材管理

民宿・旅館経営論 民宿・旅館経営論

着物文化と演習 着物文化と演習

ブライダル論 ブライダル論

ブライダル演習 ブライダル演習

英
語
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

英
語
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ 専門ゼミナールⅡ

観光地理 観光地理

パブリックスピーキングⅠ パブリックスピーキングⅠ

パブリックスピーキングⅡ パブリックスピーキングⅡ

通訳ガイド演習Ⅱ 通訳ガイド演習Ⅱ

通訳ガイド演習Ⅲ 通訳ガイド演習Ⅲ

通訳ガイド総合演習 通訳ガイド総合演習

ビジネスイングリッシュⅠ ビジネスイングリッシュⅠ

ビジネスイングリッシュⅡ ビジネスイングリッシュⅡ

航空ビジネス論 航空ビジネス論

グリーンツーリズム特論

農業政策論 農業政策論

アグリ・フード実習Ⅱ アグリ・フード実習Ⅱ

アグリ・フード実習Ⅲ アグリ・フード実習Ⅲ

配
当
年
次

農業経営論 農業経営論

食と文化 食と文化

商品の開発Ⅰ 商品の開発Ⅰ

商品の開発Ⅱ 商品の開発Ⅱ

小計(アグリフードビジネスコース科目) 小計(アグリフードビジネスコース科目)

まちづくり実習Ⅱ まちづくり実習Ⅱ

観光調査法 観光調査法

レジャー＆アウトドア実習Ⅱ レジャー＆アウトドア実習Ⅱ

小計(レジャー・まちづくりコース科目) 小計(レジャー・まちづくりコース科目)

単位数 専任教員等の配置

兼
任
・
兼
担

コ
ー
ス
専
門
応
用
科
目

レ
ジ

ャ
ー
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

コ
ー
ス
専
門
応
用
科
目

レ
ジ

ャ
ー
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ 専門ゼミナールⅡ

環境と自然エネルギー 環境と自然エネルギー

テーマパークとリゾート テーマパークとリゾート

地域とイベント 地域とイベント

スキー産業論 スキー産業論

観光と開発 観光と開発

世界遺産論 世界遺産論

ア
グ
リ
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

ア
グ
リ
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ 専門ゼミナールⅡ

アグリビジネス起業論 アグリビジネス起業論

グリーンツーリズム特論

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

― 0 12 0 4 0 0 0 0 8 ― 0 12 0 4 0 0 0 0 8

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 3 1後 2 3

1前 2 4 1前 2 4

1後 2 1 1後 2 1

1通 2 1 2 1前 　 2 　 　 　 　 　 　 1

1後 2 1 1後 2 1

― 4 26 0 1 0 0 0 0 21 1後 2 1

― 4 38 0 5 0 0 0 0 29 1後 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1通 2 1 2

1後 2 1

― 4 40 0 1 0 0 0 0 28

― 4 52 0 5 0 0 0 0 36

卒業要件及び履修方法

専門基礎必修科目24単位(すべて必修科目） 、専門基本科目24単位(すべて必
修科目）、専門応用科目から必修科目10単位を含め12単位以上、専門選択科目
から14単位以上、2年次に4つのコースの中から１つのコースを選択後そのコー
スにおけるコース専門基本科目から8単位以上、3年次に2年次に選択したコース
におけるコース専門応用科目から必修科目8単位を含め24単位以上、教養科目
の外国語科目(1言語で継続して）から4単位、教養科目の一般教養科目から必
修科目4単位を含め14単位以上修得し、124単位以上修得すること。（履修科目
の上限：1年次のみ44単位(年間））

合計(教養科目) 日本文化史

卒業要件及び履修方法 日本史

専門基礎必修科目24単位(すべて必修科目） 、専門基本科目24単位(すべて必
修科目）、専門応用科目から必修科目10単位を含め12単位以上、専門選択科目
から14単位以上、2年次に4つのコースの中から１つのコースを選択後そのコー
スにおけるコース専門基本科目から8単位以上、3年次に2年次に選択したコース
におけるコース専門応用科目から必修科目8単位を含め24単位以上、教養科目
の外国語科目(1言語で継続して）から4単位、教養科目の一般教養科目から必
修科目4単位を含め14単位以上修得し、124単位以上修得すること。（履修科目
の上限：1年次のみ44単位(年間））

地誌

現代社会とスポーツ

アジア言語入門（中･露･韓）

現代社会と情報

小計(一般教養科目)

合計(教養科目)

スポーツ&レジャー スポーツ&レジャー

宗教学 宗教学

アジア言語入門（中･露･韓） 音楽表現Ⅰ

現代社会と情報 音楽表現Ⅱ

小計(一般教養科目) 現代文化論

一
般
教
養
科
目

法学

一
般
教
養
科
目

法学

心理学 心理学

経済学 経済学

現代社会と福祉 現代社会と福祉

日本国憲法 日本国憲法

教養の自然科学 教養の自然科学

地理学 地理学

外国史 外国史

教養の文章理解Ⅰ 教養の文章理解Ⅰ

教養の文章理解Ⅱ 教養の文章理解Ⅱ

アウトドアスポーツ アウトドアスポーツ

韓国語Ⅰ

韓国語Ⅱ 韓国語Ⅱ

韓国語会話Ⅰ 韓国語会話Ⅰ

韓国語会話Ⅱ 韓国語会話Ⅱ

小計(外国語科目科目) 小計(外国語科目科目)

単位数 専任教員等の配置

兼
任
・
兼
担

教
養
科
目

外
国
語
科
目

中国語Ⅰ

教
養
科
目

外
国
語
科
目

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ 中国語Ⅱ

中国語会話Ⅰ 中国語会話Ⅰ

中国語会話Ⅱ 中国語会話Ⅱ

ロシア語Ⅰ ロシア語Ⅰ

ロシア語Ⅱ ロシア語Ⅱ

ロシア語会話Ⅰ ロシア語会話Ⅰ

ロシア語会話Ⅱ ロシア語会話Ⅱ

韓国語Ⅰ

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次
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【平成３０年度】

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

1通 2 3 0 2 1通 2 3 0 2

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

1前 1 1 2 1前 1 1 1

1後 1 1 2 1後 1 1 1

1前 1 1 1 1前 1 2 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

― 24 0 0 8 4 10 0 0 11 ― 24 0 0 8 5 10 0 0 9

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 0 0 2 2後 2 0 0 2

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2通 2 4 2 2 2通 2 4 2 2

2前 1 0 1 2前 1 0 1

2後 1 0 1 2後 1 0 1

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 2 2後 1 2

2前 1 1 1 2前 1 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

2前 1 1 0 2前 1 2 0

2後 1 1 1 2後 1 1 1

― 24 0 0 6 4 8 0 0 14 ― 24 0 0 6 4 9 0 0 14

3後 2 1 0 2 3後 2 0 0 2

3前 1 1 1 3前 1 1 1

3後 1 1 1 1 3後 1 1 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3前 1 1 3前 1 1 1

3後 1 1 3後 1 1 1

3前 1 1 1 3前 1 1 1

3後 1 1 1 3後 1 1 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

中国語特論 中国語特論 4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

― 10 10 0 6 2 2 0 0 11 ― 10 10 0 7 2 1 0 0 11

【令和元年度】

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

専
門
基
礎
科
目

経営学の基礎

合計（専門基礎必修科目）

専
門
基
本
科
目

観光経営Ⅱ

合計（専門基本科目）

専
門
応
用
科
目

キャリアデザインⅡ

合計（専門応用科目）

観光英語Ⅴ

観光英語Ⅵ

観光経営Ⅲ

オーラルイングリッシュⅢ

オーラルイングリッシュⅣ

英会話Ⅴ

英会話Ⅵ

英語特論Ⅰ

英語特論Ⅱ

中国語特論

韓国語特論

ロシア語特論

ライティングⅠ

マーケティングの基礎

財務諸表の見方・作り方

キャリアデザインⅠ

観光英語Ⅲ　

観光英語Ⅳ

観光政策論

レジャー産業論

基礎ゼミナールⅡ

コンピュータリテラシー応用Ⅰ

コンピュータリテラシー応用Ⅱ

オーラルイングリッシュⅠ

オーラルイングリッシュⅡ

英会話Ⅲ

英会話Ⅳ

リーディングⅡ

ライティングⅡ

観光英語Ⅱ

コンピュータリテラシー基礎Ⅰ

コンピュータリテラシー基礎Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英会話Ⅰ

英会話Ⅱ

リーディングⅠ

兼
任
・
兼
担

専任教員等の配置単位数
配
当
年
次

授業科目の名称

科
目
区
分

簿記会計Ⅰ

簿記会計Ⅱ

ビジネスマナーとホスピタリティ

観光経営Ⅰ

新潟県の観光

観光英語Ⅰ

合計（専門応用科目）

合計（専門基本科目）

専
門
応
用
科
目

キャリアデザインⅡ

観光英語Ⅴ

観光英語Ⅵ

観光経営Ⅲ

オーラルイングリッシュⅢ

オーラルイングリッシュⅣ

英会話Ⅴ

英会話Ⅵ

英語特論Ⅰ

英語特論Ⅱ

韓国語特論

ロシア語特論

合計（専門基礎必修科目）

専
門
基
本
科
目

観光経営Ⅱ

マーケティングの基礎

財務諸表の見方・作り方

キャリアデザインⅠ

観光英語Ⅲ　

観光英語Ⅳ

観光政策論

レジャー産業論

基礎ゼミナールⅡ

コンピュータリテラシー応用Ⅰ

コンピュータリテラシー応用Ⅱ

オーラルイングリッシュⅠ

オーラルイングリッシュⅡ

英会話Ⅲ

英会話Ⅳ

リーディングⅡ

ライティングⅡ

専
門
基
礎
必
修
科
目

経営学の基礎

簿記会計Ⅰ

簿記会計Ⅱ

ビジネスマナーとホスピタリティ

観光経営Ⅰ

新潟県の観光

観光英語Ⅰ

観光英語Ⅱ

コンピュータリテラシー基礎Ⅰ

コンピュータリテラシー基礎Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英会話Ⅰ

英会話Ⅱ

リーディングⅠ

ライティングⅠ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 2 1 1 1通 2 2 0

1前・後 2 2 1 兼4 1前・後 2 2 1 1 兼4

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2通 2 1 1 2通 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 1 2 2後 2 1 1 3

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1 0
3後 2 1 3後 2 1 0

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前・後 2 1 0 1 3前・後 2 0 0 2

3後 　 2 　 　 　 　 　 1 3後 　 2 　 　 　 　 　 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

― 0 60 0 10 0 4 0 0 24 ― 0 60 0 12 1 3 0 0 24

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前・後 2 3 2前・後 2 3

― 0 10 0 4 0 0 0 0 3 ― 0 10 0 4 0 0 0 0 3

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前・後 2 1 2前・後 2 1

― 0 10 0 4 2 0 0 0 0 ― 0 10 0 4 2 0 0 0 0

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

― 0 14 0 4 0 2 0 0 1 ― 0 14 0 4 0 2 0 0 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

― 0 10 0 5 0 0 0 0 0 ― 0 10 0 5 0 0 0 0 0

― 0 44 0 17 2 2 0 0 4 ― 0 44 0 17 2 2 0 0 4合計（専門選択科目）

通訳ガイド入門

通訳ガイド演習Ⅰ

旅行ビジネス論

旅行業法

観光産業実習Ⅰ

旅行実務演習

小計(英語・ツーリズムコース科目)

ホ

テ

ル

・

ホ

ス

ピ

タ

リ

テ

ィ
コ
ー

ス

宿泊産業論

ホテル経営論

旅行ビジネス論

セレモニー産業論

宿泊関連産業実習Ⅰ

小計(ホテル・ホスピタリティコース科目)

ビジネス法Ⅱ

海外英語実習

販売と経営Ⅰ

販売と経営Ⅱ

原価計算論Ⅰ

原価計算論Ⅱ 

経営トップセミナー

マーケティングⅠ

マーケティングⅡ

経営戦略論Ⅰ

経営戦略論Ⅱ

財務管理論Ⅰ
財務管理論Ⅱ

国際経済論

日本経済論

経営分析論Ⅰ

経営分析論Ⅱ

アジアビジネス論Ⅰ

異文化コミュニケーション

アジアビジネス論Ⅱ

販売と経営Ⅲ

販売と経営Ⅳ

インターンシップ

英文会計(未開講）

地場産業論Ⅰ

地場産業論Ⅱ

合計（専門選択科目）

コ
ー
ス
専
門
基
本
科
目

レ
ジ

ャ
ー

・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

ス

地域とビジネスⅠ

地域とビジネスⅡ

まちづくり論

まちづくり実習Ⅰ

レジャー＆アウトドア実習Ⅰ

小計(レジャー・まちづくりコース科目)

ア
グ
リ
フ
ー

ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス

農業と観光

フードビジネス論

アグリ・フード実習Ⅰ

農業ビジネス論Ⅰ

農業ビジネス論Ⅱ

小計(アグリフードビジネスコース科目)

英
語
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス

専
門
選
択
科
目

地域と観光

経営学実地研究(繰り返し履修可）

財務会計Ⅰ

財務会計Ⅱ

ビジネス法Ⅰ

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

合計（コース専門基本科目）

通訳ガイド演習Ⅰ

旅行ビジネス論

旅行業法

観光産業実習Ⅰ

旅行実務演習

小計(英語・ツーリズムコース科目)

ホ

テ

ル

・

ホ

ス

ピ

タ

リ

テ

ィ
コ
ー

ス

宿泊産業論

ホテル経営論

旅行ビジネス論

セレモニー産業論

宿泊関連産業実習Ⅰ

小計(ホテル・ホスピタリティコース科目)

販売と経営Ⅳ

インターンシップ

英文会計

地場産業論Ⅰ

地場産業論Ⅱ

合計（専門選択科目）

コ
ー
ス
専
門
基
本
科
目

レ
ジ

ャ
ー

・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

ス

地域とビジネスⅠ

地域とビジネスⅡ

まちづくり論

まちづくり実習Ⅰ

レジャー＆アウトドア実習Ⅰ

小計(レジャー・まちづくりコース科目)

ア
グ
リ
フ
ー

ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス

農業と観光

フードビジネス論

アグリ・フード実習Ⅰ

農業ビジネス論Ⅰ

農業ビジネス論Ⅱ

小計(アグリフードビジネスコース科目)

英
語
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス

異文化コミュニケーション

通訳ガイド入門

財務管理論Ⅰ
財務管理論Ⅱ

国際経済論

日本経済論

経営分析論Ⅰ

経営分析論Ⅱ

アジアビジネス論Ⅰ

アジアビジネス論Ⅱ

販売と経営Ⅲ

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

専
門
選
択
科
目

地域と観光

経営学実地研究(繰り返し履修可）

財務会計Ⅰ

財務会計Ⅱ

ビジネス法Ⅰ

ビジネス法Ⅱ

海外英語実習

販売と経営Ⅰ

販売と経営Ⅱ

原価計算論Ⅰ

原価計算論Ⅱ 

経営トップセミナー

マーケティングⅠ

マーケティングⅡ

経営戦略論Ⅰ

経営戦略論Ⅱ
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

3通 4 1 1 3通 4 1 1

4通 4 1 1 4通 4 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 1 3後 2 0 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 0 3後 2 1 0
3前 2 1 3前 2 1
3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3前・後 2 3 3前・後 2 3

― 8 18 0 9 1 4 0 0 3 ― 8 18 0 8 1 4 0 0 3

3通 4 2 1 3通 4 2 1

4通 4 2 1 4通 4 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 1 1 3後 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

― 8 18 0 11 5 1 0 0 0 ― 8 18 0 12 5 1 0 0 0

3通 4 2 1 1 3通 4 2 1 1

4通 4 2 1 1 4通 4 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 0 1 3前 2 1 0

3後 2 0 1 3後 2 1 0

3後 2 0 1 3後 2 1 0

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1 0

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

― 8 22 0 6 4 5 0 0 4 ― 8 22 0 10 4 2 0 0 3

3通 4 2 3通 4 2

4通 4 2 4通 4 2

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 0 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1 0

3前 2 1 3前 2 1

― 8 18 0 8 0 0 0 0 5 ― 8 18 0 8 0 1 0 0 4

― 32 76 0 34 10 10 0 0 12 ― 32 76 0 38 10 8 0 0 10

ビジネスイングリッシュⅡ

航空ビジネス論

交通サービス論

観光産業実習Ⅱ

小計(英語・ツーリズムコース科目)

アグリビジネス起業論

グリーンツーリズム特論

農業政策論

アグリ・フード実習Ⅱ

合計（専門選択科目）

ホ
テ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ

宿泊関連産業実習Ⅱ

ホスピタリティ産業の人材管理

民宿・旅館経営論

着物文化と演習

ブライダル論

ブライダル演習

秘書概論

秘書実務

サービスと接遇

小計(ホテル・ホスピタリティコース科目)

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

コ
ー
ス
専
門
応
用
科
目

レ
ジ

ャ
ー
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ

環境と自然エネルギー

テーマパークとリゾート

地域とイベント

スキー産業論
観光と開発
世界遺産論

まちづくり実習Ⅱ

観光調査法

レジャー＆アウトドア実習Ⅱ

小計(レジャー・まちづくりコース科目)

ア
グ
リ
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ

専門ゼミナールⅠ

小計(アグリフードビジネスコース科目)

英
語
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス

ビジネスイングリッシュⅠ

専門ゼミナールⅡ

観光地理

パブリックスピーキングⅠ

パブリックスピーキングⅡ

通訳ガイド演習Ⅱ

通訳ガイド演習Ⅲ

通訳ガイド総合演習

アグリ・フード実習Ⅲ

農業経営論

食と文化

商品の開発Ⅰ

商品の開発Ⅱ

合計（コース専門応用科目）

ホ
テ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ

宿泊関連産業実習Ⅱ

ホスピタリティ産業の人材管理

民宿・旅館経営論

着物文化と演習

ブライダル論

ブライダル演習

秘書概論

秘書実務

サービスと接遇

小計(ホテル・ホスピタリティコース科目)

小計(アグリフードビジネスコース科目)

英
語
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ

観光地理

パブリックスピーキングⅠ

パブリックスピーキングⅡ

通訳ガイド演習Ⅱ

通訳ガイド演習Ⅲ

通訳ガイド総合演習

ビジネスイングリッシュⅠ

ビジネスイングリッシュⅡ

航空ビジネス論

交通サービス論

観光産業実習Ⅱ

小計(英語・ツーリズムコース科目)

アグリビジネス起業論

グリーンツーリズム特論

農業政策論

アグリ・フード実習Ⅱ

アグリ・フード実習Ⅲ

農業経営論

食と文化

商品の開発Ⅰ

商品の開発Ⅱ

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

コ
ー
ス
専
門
応
用
科
目

レ
ジ

ャ
ー
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ

環境と自然エネルギー

テーマパークとリゾート

地域とイベント

スキー産業論
観光と開発
世界遺産論

まちづくり実習Ⅱ

観光調査法

レジャー＆アウトドア実習Ⅱ

小計(レジャー・まちづくりコース科目)

ア
グ
リ
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

専門ゼミナールⅠ

専門ゼミナールⅡ
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

― 0 12 0 4 0 0 0 0 8 ― 0 12 0 4 0 0 0 0 8

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 0

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1 0

1後 2 1 1後 2 1 0

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 3 1後 2 3

1前 2 4 1前 2 4

1後 2 1 1後 2 1

　 2 　 　 　 　 　 　 1 　 2 　 　 　 　 　 　 1

2 1 2 1

2 1 2 1 0

2 1 2 1 0

2 1 2 1

2 1 2 1 0

2 1 2 1

2 1 2 1

1通 2 1 2 1通 2 1 2

1後 2 1 1後 2 1

― 4 42 0 1 0 0 0 0 29 ― 4 42 0 6 0 0 0 0 23

― 4 54 0 5 0 0 0 0 37 ― 4 54 0 10 0 0 0 0 31

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

韓国語会話Ⅰ

韓国語会話Ⅱ

小計(外国語科目)

一
般
教
養
科
目

法学

アウトドアスポーツ

スポーツ&レジャー

宗教学

音楽表現Ⅰ(未開講)

音楽表現Ⅱ(未開講)

現代文化論

日本文化史

日本史

科
目
区
分

授業科目の名称
単位数 専任教員等の配置

兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

社会学

現代社会とスポーツ

アジア言語入門（中･露･韓）

現代社会と情報

小計(一般教養科目)

合計（教養科目）

卒業要件及び履修方法

専門基礎必修科目24単位(すべて必修科目） 、専門基本科目24単位(すべて必
修科目）、専門応用科目から必修科目10単位を含め12単位以上、専門選択科目
から14単位以上、2年次に4つのコースの中から１つのコースを選択後そのコー
スにおけるコース専門基本科目から8単位以上、3年次に2年次に選択したコース
におけるコース専門応用科目から必修科目8単位を含め24単位以上、教養科目
の外国語科目(1言語で継続して）から4単位、教養科目の一般教養科目から必
修科目4単位を含め14単位以上修得し、124単位以上修得すること。（履修科目
の上限：1年次のみ44単位(年間））

　　　　

社会学(未開講)

現代社会とスポーツ(未開講)

アジア言語入門（中･露･韓）

現代社会と情報

小計(一般教養科目)

合計（教養科目）

卒業要件及び履修方法

専門基礎必修科目24単位(すべて必修科目） 、専門基本科目24単位(すべて必
修科目）、専門応用科目から必修科目10単位を含め12単位以上、専門選択科目
から14単位以上、2年次に4つのコースの中から１つのコースを選択後そのコー
スにおけるコース専門基本科目から8単位以上、3年次に2年次に選択したコース
におけるコース専門応用科目から必修科目8単位を含め24単位以上、教養科目
の外国語科目(1言語で継続して）から4単位、教養科目の一般教養科目から必
修科目4単位を含め14単位以上修得し、124単位以上修得すること。（履修科目
の上限：1年次のみ44単位(年間））

教
養
科
目

外
国
語
科
目

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

中国語会話Ⅰ

中国語会話Ⅱ

ロシア語Ⅰ

ロシア語Ⅱ

ロシア語会話Ⅰ

ロシア語会話Ⅱ

韓国語Ⅰ

韓国語Ⅱ

地誌

心理学

経済学

現代社会と福祉

日本国憲法

教養の自然科学

地理学

外国史

教養の文章理解Ⅰ

教養の文章理解Ⅱ

地誌

心理学

経済学

現代社会と福祉

日本国憲法

教養の自然科学

地理学

外国史

教養の文章理解Ⅰ

教養の文章理解Ⅱ

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

教
養
科
目

外
国
語
科
目

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

中国語会話Ⅰ

中国語会話Ⅱ

ロシア語Ⅰ

ロシア語Ⅱ

ロシア語会話Ⅰ

ロシア語会話Ⅱ

韓国語Ⅰ

韓国語Ⅱ

韓国語会話Ⅰ

韓国語会話Ⅱ

小計(外国語科目)

一
般
教
養
科
目

法学

アウトドアスポーツ

スポーツ&レジャー

宗教学

音楽表現Ⅰ

音楽表現Ⅱ

現代文化論

日本文化史

日本史
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【平成２８年度】

【平成２９年度】

【平成３０年度】

【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

52 115 0 167 52 128 0 180 教育内容充実のため科目の追加
(30)

[　　　　] [　13　　] [　　　　] [　　　　]

・受講人数の関係によるクラス減の理由により「基礎ゼミナールⅠ」の専任教員等の配置を「教授9」から「教授3」、「准教授2」から
「准教授0」、「講師3」から「講師2」に変更。
・受講人数減の理由により「キャリアデザインⅠ」の専任教員等の配置を「教授3」から「教授2」、「講師2」から「講師0」に変更。
・受講人数の関係によるクラス減の理由により「基礎ゼミナールⅡ」の専任教員等の配置を「教授9」から「教授4」、「講師3」から
　「講師2」に変更。
・受講人数の関係によるクラス減の理由により「コンピュータリテラシー応用Ⅰ」、「コンピュータリテラシー応用Ⅱ」の専任教員等の
配置「教授1」から「教授0」にそれぞれ変更。
・受講人数の関係によるクラス減の理由により「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」の兼担・兼任の配置を「兼2」から「兼1」にそれぞれ変更。
・受講人数の関係によるクラス減の理由により「リーディングⅡ」の兼担・兼任の配置を「兼1」から「兼0」にそれぞれ変更。
・受講人数減の理由により「キャリアデザインⅡ」の専任教員等の配置を「教授4」から「教授2」、「准教授1」から「准教授0」に変
更。
・就任予定者辞任の理由により「観光経営Ⅲ」の専任教員等の配置に「教授1」、「講師1」を配置。
・受講人数の関係によるクラス減の理由により「オーラルイングリッシュⅢ」「オーラルイングリッシュⅣ」の兼担・兼任の配置を
 「兼2」から「兼1」にそれぞれ変更。
・教育内容充実の理由により「地域と観光」の専任教員等配置に「講師1」を新規追加配置。
・定年退職者の関係による担当科目の見直しの理由により「販売と経営Ⅰ」、「販売と経営Ⅱ」、「原価計算論Ⅰ」、「原価計算論
Ⅱ」、「財務管理論Ⅰ」、「財務管理論Ⅱ」「経営分析論Ⅰ」、「経営分析論Ⅱ」の担当者をそれぞれ変更。
・受講人数減の理由により「経営トップセミナー」の専任教員等の配置を「教授3」から「教授2」に変更。
・教育内容充実の理由により「テーマパークとリゾート」の専任教員等配置に「教授1」を新規追加配置。
・定年退職の関係による科目担当者補充のため「スキー産業論」の専任教員等配置に「教授1」を新規追加配置。
・病気休業者の対応により、「観光英語Ⅴ」の専任教員等の配置に「講師1」を追加した。
・死亡退職者の対応により、「通訳ガイド演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授1」から「講師1」に変更及び、配当年次を「３前」から
「3後」に変更した。
・死亡退職者の対応により、「通訳ガイド演習Ⅲ」「通訳ガイド総合演習」の専任教員等の配置を「教授1」から「講師1」に変更した。
・「キャリアデザインⅠ」受講人数減による担当者の見直しにより、「教授3」「講師2」を「兼2」に変更した。
・「キャリアデザインⅡ」受講人数減による担当者の見直しにより「教授4」「准教授1」を「教授1」「兼2」に変更した。
・「経営トップセミナー」受講者人数減による担当者の見直しにより、「教授3」を「教授1」「講師1」「兼2」に変更した。
・「インターンシップ」受講人数減による担当者の見直しにより「教授3」「講師1」を「教授1」「兼1」に変更した。

　　　　 　　　　

・「英会話Ⅰ」「英会話Ⅱ」受講人数の関係によるクラス減の理由により、の兼担・兼任の配置を「兼2」から「兼1」に変更した。
・「リーディングⅡ」レベル別クラス対応の理由により、専任教員等の配置を「講師1」から「講師2」に変更。
・「オーラルイングリッシュⅢ」「オーラルイングリッシュⅣ」専任教員の配置変更により、「教授1」を追加した。
・「地域と観光」専任教員の配置変更により、「教授1」「講師1」から「教授2」に変更した。
・「経営学実地研究」教育内容の充実により、「准教授1」を追加した。
・「財務管理論Ⅰ」「財務管理論Ⅱ」専任教員の配置変更により、「兼１」から「教授2」に変更した。
・「テーマパークとリゾート」受講人数減の理由により、専任教員等の配置を「教授1」「講師1」から「講師1」に変更した。
・「グリーンツーリズム特論」教育内容の充実により、「講師1」から「教授1」を追加した。
・「通訳ガイド演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「講師1」から「教授1」に変更し、配当年次「3後」を「3前」に変更した。
・「航空ビジネス論」定年退職者の担当科目見直しにより「兼1」から「准教授1」に変更した。
・「通訳ガイド演習Ⅲ」「通訳ガイド総合演習」の専任教員等の配置を「講師1」から「教授1」に変更した。

・「ホスピタリティー産業の人材管理」専任教員の配置変更により、「教授1」から「講師1」に変更した。
・「秘書実務」定年退職者の担当科目見直しにより「兼1」から「教授1」に変更した。
・「地理学」「外国史」定年退職者の担当科目見直しにより「兼1」から「教授1」に変更した。
・「現代文化論」「日本文化史」専任教員の配置変更により、「教授2」から「教授１」に変更した。
・「キャリアデザインⅡ」受講人数減による担当者の見直しにより「教授1」「兼2」を「兼2」に変更した。
・「経営トップセミナー」教育内容の充実による担当者の見直しにより、「教授1」「講師1」「兼2」を「教授1」「講師1」「兼2」に変
更した。
・「インターンシップ」担当者の見直しにより「教授1」「兼1」を「兼2」に変更した。

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

・クラスの減の理由により、「英語Ⅲ」、「英語Ⅳ」の兼担、兼任の配置を「兼２」から「兼１」に変更。
・クラスの減の理由により、「オーラルイングリッシュⅢ」、「オーラルイングリッシュⅣ」の兼担・兼任の配置を「兼２」から「兼
１」に変更。
・教育内容充実の理由により「地域と観光」、「経営学実地研究」、「英文会計」、「音楽表現Ⅰ」、「音楽表現Ⅱ」、「現代文化
論」、「日本文化史」、「地誌」、「現代社会とスポーツ」を新規追加。

　　　　 　　　　

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

　　　　 　　　　

特になし。
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番号 開設大学 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 新潟経営大学 音楽表現Ⅰ 2 1 一般 選択

２ 新潟経営大学 音楽表現Ⅱ 2 1 一般 選択

3 新潟経営大学 現代社会とスポーツ 2 1 一般 選択

4 新潟経営大学 社会学 2 1 一般 選択

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

番号 開設大学 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

1 新潟経営大学 簿記会計Ⅰ 2 1 専門 必修 無

2 新潟経営大学 簿記会計Ⅱ 2 1 専門 必修 無

3 新潟経営大学 観光経営Ⅰ 2 1 専門 必修 有

4 新潟経営大学 新潟県の観光 2 1 専門 必修 有

5 新潟経営大学 観光英語Ⅰ 1 1 専門 必修 有

6 新潟経営大学 観光英語Ⅱ 1 1 専門 必修 有

7 新潟経営大学 コンピュータリテラシー基礎Ⅰ 1 1 専門 必修 有

8 新潟経営大学 コンピュータリテラシー基礎Ⅱ 1 1 専門 必修 有

9 新潟経営大学 基礎ゼミナールⅠ 2 1 専門 必修 有

10 新潟経営大学 英語Ⅰ 1 1 専門 必修 有

11 新潟経営大学 英語Ⅱ 1 1 専門 必修 有

12 新潟経営大学 英会話Ⅰ 1 1 専門 必修 有

13 新潟経営大学 英会話Ⅱ 1 1 専門 必修 有

14 新潟経営大学 リーディングⅠ 1 1 専門 必修 有

15 新潟経営大学 ライティングⅠ 1 1 専門 必修 有

16 新潟経営大学 観光経営Ⅱ 2 2 専門 必修 有

17 新潟経営大学 マーケティングの基礎 2 2 専門 必修 有

18 新潟経営大学 財務諸表の見方・作り方 2 2 専門 必修 有

19 新潟経営大学 観光英語Ⅲ 1 2 専門 必修 有

20 新潟経営大学 観光英語Ⅳ 1 2 専門 必修 有

21 新潟経営大学 レジャー産業論 2 2 専門 必修 有

22 新潟経営大学 基礎ゼミナールⅡ 2 2 専門 必修 有

23 新潟経営大学 コンピュータリテラシー応用Ⅰ 1 2 専門 必修 有

24 新潟経営大学 コンピュータリテラシー応用Ⅱ 1 2 専門 必修 有

25 新潟経営大学 オーラルイングリッシュⅠ 1 2 専門 必修 有

26 新潟経営大学 オーラルイングリッシュⅡ 1 2 専門 必修 有

27 新潟経営大学 英会話Ⅲ 1 2 専門 必修 有

28 新潟経営大学 英会話Ⅳ 1 2 専門 必修 有

29 新潟経営大学 リーディングⅡ 1 2 専門 必修 有

30 新潟経営大学 ライティングⅡ 1 2 専門 必修 有

31 新潟経営大学 観光英語Ⅴ 1 3 専門 必修 有

32 新潟経営大学 観光英語Ⅵ 1 3 専門 必修 有

33 新潟経営大学 観光経営Ⅲ 2 3 専門 必修 有

34 新潟経営大学 オーラルイングリッシュⅢ 1 3 専門 必修 有

35 新潟経営大学 オーラルイングリッシュⅣ 1 3 専門 必修 有

36 新潟経営大学 英会話Ⅴ 1 3 専門 必修 有

37 新潟経営大学 英会話Ⅵ 1 3 専門 必修 有

38 新潟経営大学 英語特論Ⅰ 2 4 専門 選択 有

39 新潟経営大学 英語特論Ⅱ 2 4 専門 選択 有

40 新潟経営大学 中国語特論 2 4 専門 選択 有

41 新潟経営大学 韓国語特論 2 4 専門 選択 有

42 新潟経営大学 ロシア語特論 2 4 専門 選択 有

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

新型コロナウイルスによる不開講（２）

新型コロナウイルスによる不開講（２）

新型コロナウイルスによる不開講（２）

新型コロナウイルスによる不開講（２）

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

学びの体系のわかりやすさ
と、履修科目選択の柔軟性
を高めるために、区分編成
を新たにする。「専門基礎
必修科目」を「基礎科目」
とし、続いて「専門基本科
目」を「専攻基盤科目」、
「専門応用科目」を「専攻
完成科目」、及び「専門選
択科目」を「自由選択科
目」とする。2年次より

コースに分かれて「コース
専門基本科目」並びに

「コース専門応用科目」を
履修し、専門性を高める体
制であったが、より広い視
野を持ちつつ、専攻分野の
学びを深められるよう、

コース設定を廃止する。同
時に各科目おける教育内容
の充実に図るため、内容を
精査し、適宜統合・分割に
より廃止・新設を行う。
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（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

46

167

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

観光経営学部カリキュラム変更に伴う廃止
新型コロナウイルスによるカリキュラム未開講

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 27.54
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備考

図書購入について、予
算内で購入したため冊
数減が生じた。
視聴覚資料はセットも
のを各々登録したため
増となった。(28)
必要図書増加(29）
学術雑誌休刊のため減
(30）

図書購入費については
概ね計画通り
設備購入費については
見積金額より安価に購
入できたことにより減
額となった。(28)
必要図書の増加による
(29）
備品は前年度購入した
ものがあり計画より安
価となった。(29)
収入状況悪化による減
額(元)

新潟中央短期大学と共用

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 11.509㎡ ― ㎡ ― ㎡ 11.509㎡

運動場用地 19.121㎡ ― ㎡ ― ㎡ 19.121㎡

小　　　計 30.630㎡ ― ㎡ ― ㎡ 30.630㎡

そ　の　他 33.235㎡ ― ㎡ ― ㎡ 33.235㎡

合　　　計 63.865㎡ ― ㎡ ― ㎡ 63.865㎡

（　　2,243㎡） （　　4,487㎡） （　　13,345㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

11室

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

6,615㎡ 2,243㎡ 4,487㎡ 13,345㎡

（　　6,615㎡）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

観光経営学部　観光経営学科 14 室

７室 室
３室 １室

（補助職員　―人） （補助職員　―人）

機械・器具 標　　本
(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点

28〔5〕
 (　26〔　5〕）
 (　26〔　5〕）

 （　25〔　5〕）

（　　　〔　　〕）
(　52　)
 (　35　)

 （　24　）
 （　10　）

点 点

観光経営学部

1,800〔300〕　 25〔　5〕　 〔　　〕　 50 ― ―

2,375〔318〕
 2,127〔298〕

 ( 1,696〔 179〕）
 ( 1,091〔 113〕）

 （ 　312〔　61〕）
 （ 　360〔　60〕）

（　　　　） （　　　　）

計

1,800〔300〕　 25〔　5〕　 ―　〔　―　〕　 50

2,375〔318〕
 2,127〔298〕

 ( 1,696〔 179〕）
 ( 1,091〔 113〕）

 （ 　312〔　61〕）
 （ 　360〔　60〕）

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

㎡

28〔5〕
 (　26〔　5〕）
 (　26〔　5〕）

 （　25〔　5〕）

（　　　〔　　〕）
 (　52　)
 (　35　)

 （　24　）
 （　10　）

（　　　　） （　　　　）

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

㎡

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 400千円
200千円
 400千円

図書購入費
1,796千円
1,800千円

2,363千円
1,800千円

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

523千円
 1,800千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 250千円
250千円
 500千円

設備購入費
13,097千円
26,790千円

509千円
800千円

884千円
 3,200千円

学生１人当り
納付金

学生納付金以外の維持方法の概要 資産運用収入、手数料収入、雑収入等

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

1,240千円 1,040千円 1,040千円 1,040千円 ―　千円 ―　千円

　　　　※国際連携学科等に係る申請大学の状況を記載し，連携外国大学の状況は含めないでください。

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には報告年度５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度

人

経営情報学部

経営情報学科 4 120
3年次

15
510 学士

（経営情報学）
0.82 - 平成6年度 新潟県加茂市希望ヶ丘2909番地2

スポーツマネジメント学科 4 50
3年次

5
210

学士
（スポーツ経営

学）

0.78 - 平成17年度 同上

観光経営学部

観光経営学科 4 0 - 240 学士
（観光経営学）

0.36 - 平成28年度 新潟県加茂市希望ヶ丘2909番地2
令和3年度入試募集停止
募集停止に伴い入学定員0

大学全体 4 170 20 960 - 0.70 - - -

　

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

幼児教育科 2 100 - 200
短期大学士(幼児

教育学） 0.79 昭和56年度 新潟県加茂市希望ヶ丘2909番地2

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校種ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開設
年度

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

　新　潟　経　営　大　学

開設
年度

所　在　地

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

　新　潟　中　央　短　期　大　学
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＜新潟経営大学＞

【認可時又は届出時】 【平成２９年度】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】

専 教授

里村　孝一
（69）

＜平成29年４月＞

農業ビジネス論Ⅰ
農業ビジネス論Ⅱ
農業と観光
アグリ・フード実習Ⅰ
アグリ・フード実習Ⅱ
アグリ・フード実習Ⅲ
アグリビジネス起業論
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
農業経営論

専 教授

近藤　政幸
（68）

＜平成29年４月＞

地域とビジネスⅠ
地域とビジネスⅡ
まちづくり論
まちづくり実習Ⅰ
まちづくり実習Ⅱ
観光と開発
地域とイベント
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
経営学実地研究

専 教授

出口　高靖
（64）

＜平成29年４月＞

宿泊産業論
ホテル経営論
セレモニー産業論
宿泊関連産業実習Ⅰ
宿泊関連産業実習Ⅱ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
経営学実地研究
民宿・旅館経営論
旅行実務演習
旅行ビジネス論
旅行業法

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

専
教授

ツェリﾂシェフ イワン
（63）

＜平成28年４月＞

アジア言語入門(中・露・韓）※

ロシア語Ⅰ
ロシア語Ⅱ
ロシア語会話Ⅰ
ロシア語会話Ⅱ
国際経済論
アジアビジネス論Ⅰ
アジアビジネス論Ⅱ

専 教授

藪下 保弘
(57)

＜平成28年４月＞

経営学の基礎
観光経営Ⅱ
観光経営Ⅲ
現代社会事情
財務諸表の見方・作り方
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
地域と観光
観光調査法
アカウンティング入門
課題発見・解決（リテラシー）
SDGs
経営学実地研究

教授

里村　孝一
（66）

＜平成29年４月＞

農業ビジネス論Ⅰ
農業ビジネス論Ⅱ
農業と観光
アグリ・フード実習Ⅰ
アグリ・フード実習Ⅱ
アグリ・フード実習Ⅲ
アグリビジネス起業論
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

専 教授

野澤　義明
（61）

＜平成30年４月＞

通訳ガイド演習Ⅱ
通訳ガイド演習Ⅲ
観光英語Ⅴ
観光英語Ⅵ
英語特論Ⅰ
英語特論Ⅱ
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
通訳ガイド総合演習
インターンシップ

専 教授

藪下 保弘
(53)

＜平成28年４月＞

経営学の基礎
観光経営Ⅱ
コンピュータリテラシー基礎Ⅰ
コンピュータリテラシー基礎Ⅱ
簿記会計Ⅰ
簿記会計Ⅱ
財務諸表の見方・作り方
キャリアデザインⅠ※
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ

専 教授

近藤　政幸
（65）

＜平成29年４月＞

地域とビジネスⅠ
地域とビジネスⅡ
まちづくり論
まちづくり実習Ⅰ
まちづくり実習Ⅱ
観光と開発
経営トップセミナー
地域とイベント
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

専 教授

出口　高靖
（61）

＜平成29年４月＞

宿泊産業論
ホテル経営論
セレモニー産業論
宿泊関連産業実習Ⅰ
宿泊関連産業実習Ⅱ
キャリアデザインⅠ※
キャリアデザインⅡ※
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
経営トップセミナー

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

専
教授

ツェリﾂシェフ イワン
（62）

＜平成28年４月＞

アジア言語入門(中・露・韓）※

ロシア語Ⅰ
ロシア語Ⅱ
ロシア語会話Ⅰ
ロシア語会話Ⅱ
国際経済論
アジアビジネス論Ⅰ
アジアビジネス論Ⅱ

専 教授

藪下 保弘
(56)

＜平成28年４月＞

経営学の基礎
観光経営Ⅱ
コンピュータリテラシー基礎Ⅰ
コンピュータリテラシー基礎Ⅱ
簿記会計Ⅰ
簿記会計Ⅱ
財務諸表の見方・作り方

基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
地域と観光
観光調査法
観光経営Ⅲ
財務管理論Ⅰ
財務管理論Ⅱ

専 教授

近藤　政幸
（67）

＜平成29年４月＞

地域とビジネスⅠ
地域とビジネスⅡ
まちづくり論
まちづくり実習Ⅰ
まちづくり実習Ⅱ
観光と開発

地域とイベント
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

専 教授

出口　高靖
（63）

＜平成29年４月＞

宿泊産業論
ホテル経営論
セレモニー産業論
宿泊関連産業実習Ⅰ
宿泊関連産業実習Ⅱ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
経営学実地研究
民宿・旅館経営論
旅行実務演習
旅行ビジネス論
旅行業法

里村　孝一
（68）

＜平成29年４月＞

農業ビジネス論Ⅰ
農業ビジネス論Ⅱ
農業と観光
アグリ・フード実習Ⅰ
アグリ・フード実習Ⅱ
アグリ・フード実習Ⅲ
アグリビジネス起業論
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
経営学実地研究
グリーンツーリズム特論

近藤　政幸
（66）

＜平成29年４月＞

地域とビジネスⅠ
地域とビジネスⅡ
まちづくり論
まちづくり実習Ⅰ
まちづくり実習Ⅱ
観光と開発

地域とイベント
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
テーマパークとリゾート

専 教授

出口　高靖
（62）

＜平成29年４月＞

宿泊産業論
ホテル経営論
セレモニー産業論
宿泊関連産業実習Ⅰ
宿泊関連産業実習Ⅱ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
経営学実地研究
民宿・旅館経営論
ホスピタリティ産業の人材管理

専 教授

小畑 　博正
（54）

＜平成29年４月＞

旅行ビジネス論
旅行業法
旅行実務演習
観光産業実習Ⅰ
観光産業実習Ⅱ
観光地理
サービスと接遇
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

職名

専 教授

専 教授

専 教授

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

専
教授

ツェリﾂシェフ イワン
（60）

＜平成28年４月＞

アジア言語入門(中・露・韓）※

ロシア語Ⅰ
ロシア語Ⅱ
ロシア語会話Ⅰ
ロシア語会話Ⅱ
国際経済論
アジアビジネス論Ⅰ
アジアビジネス論Ⅱ
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ

専 教授

藪下 保弘
(54)

＜平成28年４月＞

経営学の基礎
観光経営Ⅱ
コンピュータリテラシー基礎Ⅰ
コンピュータリテラシー基礎Ⅱ
簿記会計Ⅰ
簿記会計Ⅱ
財務諸表の見方・作り方
キャリアデザインⅠ※
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
地域と観光

専 教授

野澤　義明
（60）

＜平成30年４月＞

通訳ガイド演習Ⅱ
通訳ガイド演習Ⅲ
観光英語Ⅴ
観光英語Ⅵ
英語特論Ⅰ
英語特論Ⅱ
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
通訳ガイド総合演習
インターンシップ

野澤　義明
（61）

＜平成30年４月＞

専

専 教授

小畑 　博正
（53）

＜平成29年４月＞

旅行ビジネス論
旅行業法
旅行実務演習
観光産業実習Ⅰ
観光産業実習Ⅱ
観光地理
サービスと接遇
キャリアデザインⅡ※
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

教授

専 教授

近藤　政幸
（65）

＜平成29年４月＞

地域とビジネスⅠ
地域とビジネスⅡ
まちづくり論
まちづくり実習Ⅰ
まちづくり実習Ⅱ
観光と開発
経営トップセミナー
地域とイベント
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

専 教授

出口　高靖
（61）

＜平成29年４月＞

宿泊産業論
ホテル経営論
セレモニー産業論
宿泊関連産業実習Ⅰ
宿泊関連産業実習Ⅱ
キャリアデザインⅠ※
キャリアデザインⅡ※
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
経営トップセミナー
経営学実地研究

専任・

兼担・ 兼担・

の別　 の別　
職名職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専 教授

里村　孝一
（66）

＜平成29年４月＞

農業ビジネス論Ⅰ
農業ビジネス論Ⅱ
農業と観光
アグリ・フード実習Ⅰ
アグリ・フード実習Ⅱ
アグリ・フード実習Ⅲ
アグリビジネス起業論
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
経営学実地研究

里村　孝一
（67）

＜平成29年４月＞

農業ビジネス論Ⅰ
農業ビジネス論Ⅱ
農業と観光
アグリ・フード実習Ⅰ
アグリ・フード実習Ⅱ
アグリ・フード実習Ⅲ
アグリビジネス起業論
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
経営学実地研究

通訳ガイド演習Ⅱ
通訳ガイド演習Ⅲ
観光英語Ⅴ
観光英語Ⅵ
英語特論Ⅰ
英語特論Ⅱ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
通訳ガイド総合演習

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

担当授業科目名

専
教授

ツェリﾂシェフ イワン
（61）

＜平成28年４月＞

アジア言語入門(中・露・韓）※

ロシア語Ⅰ
ロシア語Ⅱ
ロシア語会話Ⅰ
ロシア語会話Ⅱ
国際経済論
アジアビジネス論Ⅰ
アジアビジネス論Ⅱ
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ

専 教授

藪下 保弘
(55)

＜平成28年４月＞

経営学の基礎
観光経営Ⅱ
コンピュータリテラシー基礎Ⅰ
コンピュータリテラシー基礎Ⅱ
簿記会計Ⅰ
簿記会計Ⅱ
財務諸表の見方・作り方

基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
地域と観光
観光調査法
観光経営Ⅲ

専 教授

小畑 　博正
（53）

＜平成29年４月＞

旅行ビジネス論
旅行業法
旅行実務演習
観光産業実習Ⅰ
観光産業実習Ⅱ
観光地理
サービスと接遇
キャリアデザインⅡ※
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

専

担当授業科目名

専
教授

の別　 の別　 の別　

アジア言語入門(中・露・韓）※

ロシア語Ⅰ
ロシア語Ⅱ
ロシア語会話Ⅰ
ロシア語会話Ⅱ
国際経済論
アジアビジネス論Ⅰ
アジアビジネス論Ⅱ
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ

ツェリﾂシェフ イワン
（59）

＜平成28年４月＞

専任・

５　教員組織の状況

（１）ー① 担当教員表

兼任　 兼任　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・

専任・

兼任　 兼任　 兼任　

専任・
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専 講師

井上　信恵
（38）

＜平成28年４月＞

海外英語実習
観光英語Ⅴ
観光英語Ⅵ
海外英語実習
通訳ガイド入門
通訳ガイド演習Ⅰ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
ビジネスイングリッシュⅠ
ビジネスイングリッシュⅡ
ESP（初級）
ジェネラル・イングリッシュ
経営学実地研究

専 講師

バロリ ブレンディ
（44）

＜平成28年４月＞

観光政策論
レジャー産業論
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
テーマパークとリゾート
グリーンツーリズム特論
観光経営入門
フィールドワーク

専
特任
教授

大　内　斎　之
（62）

＜平成31年４月＞

現代社会事情
現代文化論
基礎ゼミナールⅡ
サービスと接遇
経営学実地研究

専
准教
授

サウスウィックブライアンレイモンド

（50）
＜平成28年４月＞

英会話Ⅲ
英会話Ⅳ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
パブリックスピーキングⅠ
パブリックスピーキングⅡ
ESP（初級）
ジェネラル・イングリッシュ
スペシャル・イングリッシュ
経営学実地研究

専
准教
授

滝沢 　憲一
（49）

＜平成29年４月＞

教養の数学
教養の統計
フードビジネス論
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
環境と自然エネルギー
食と文化
経営学実地研究

専 教授

渡貫　正治
（62）

＜平成30年４月＞

地場産業論Ⅰ
地場産業論Ⅱ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
スキー産業論
観光産業実習Ⅰ
観光産業実習Ⅱ

専 教授

川﨑　眞理子
（62）

＜平成31年４月＞

リーディングⅡ
ライティングⅡ
オーラルイングリッシュⅢ
オーラルイングリッシュⅣ
英語特論Ⅰ
英語特論Ⅱ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
通訳ガイド演習Ⅱ
通訳ガイド演習Ⅲ
通訳ガイド総合演習
アカデミック・リテラシー

7 教授

大宮　誠
（70）

＜平成30年４月＞

日本史
外国史
地理学
地誌
専門ゼミナールⅡ
世界遺産論
農業政策論
観光地理

専 講師

井上　信恵
（34）

＜平成28年４月＞

観光英語Ⅰ
観光英語Ⅱ
英語Ⅰ
英語Ⅱ
海外英語実習
リーディングⅡ
ライティングⅡ
通訳ガイド入門
通訳ガイド演習Ⅰ
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
キャリアデザインⅠ※

専 講師

バロリ ブレンディ
（40）

＜平成28年４月＞

新潟県の観光
観光経営Ⅰ
観光政策論
レジャー産業論
グリーンツーリズム特論
テーマパークとリゾート
インターンシップ
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
キャリアデザインⅠ※

専
准教
授

サウスウィックブライアンレイモンド

（46）
＜平成28年４月＞

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
リーディングⅠ
ライティングⅠ
英会話Ⅲ
英会話Ⅳ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ
パブリックスピーキングⅠ
パブリックスピーキングⅡ
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

専
准教
授

滝沢 　憲一
（46）

＜平成29年４月＞

コンピュータリテラシー応用Ⅰ

コンピュータリテラシー応用Ⅱ

フードビジネス論
アグリ・フード実習Ⅰ
アグリ・フード実習Ⅱ
アグリ・フード実習Ⅲ
食と文化
環境と自然エネルギー
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
キャリアデザインⅡ※

大宮　誠
（68）

＜平成30年４月＞
世界遺産論
農業政策論
農業経営論
商品の開発Ⅰ
商品の開発Ⅱ
キャリアデザインⅡ※
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
インターンシップ
経営トップセミナー

専 教授

高橋　修一郎
（50）

＜平成30年４月＞

観光調査法
ホスピタリティ産業の人材管理

観光経営Ⅲ
民宿・旅館経営論
キャリアデザインⅠ※
キャリアデザインⅡ※
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
インターンシップ

専
特任
教授

大　内　斎　之
（61）

＜平成31年４月＞

観光地理
サービスと接遇
現代文化論
日本文化史

専 講師

バロリ ブレンディ
（43）

＜平成28年４月＞

新潟県の観光
観光経営Ⅰ
観光政策論
レジャー産業論
グリーンツーリズム特論
テーマパークとリゾート

専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
経営トップセミナー
テーマパークとリゾート

専
准教
授

サウスウィックブライアンレイモンド

（49）
＜平成28年４月＞

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
リーディングⅠ
ライティングⅠ
英会話Ⅲ
英会話Ⅳ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ
パブリックスピーキングⅠ
パブリックスピーキングⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
リーディングⅡ

専
准教
授

滝沢 　憲一
（48）

＜平成29年４月＞

フードビジネス論
アグリ・フード実習Ⅰ
アグリ・フード実習Ⅱ
アグリ・フード実習Ⅲ
食と文化
環境と自然エネルギー
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

航空ビジネス論
経営学実地研究

専 講師

7 教授

大宮　誠
（69）

＜平成30年４月＞

世界遺産論
農業政策論
農業経営論
商品の開発Ⅰ
商品の開発Ⅱ

専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

日本史
外国史
経営トップセミナー
地理学
地誌

井上　信恵
（37）

＜平成28年４月＞

観光英語Ⅰ
観光英語Ⅱ
英語Ⅰ
英語Ⅱ
海外英語実習
リーディングⅡ
ライティングⅡ
通訳ガイド入門
通訳ガイド演習Ⅰ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

専 教授

渡貫　正治
（61）

＜平成30年４月＞

基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

スキー産業論
地場産業論Ⅰ
地場産業論Ⅱ
秘書実務
観光産業実習Ⅰ
観光産業実習Ⅱ
地域と観光

専 教授

川﨑　眞理子
（61）

＜平成31年４月＞

通訳ガイド演習Ⅱ
通訳ガイド演習Ⅲ
観光英語Ⅴ
観光英語Ⅵ
英語特論Ⅰ
英語特論Ⅱ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
通訳ガイド総合演習
オーラルイングリッシュⅢ
オーラルイングリッシュⅣ

講師

バロリ ブレンディ
（42）

＜平成28年４月＞

新潟県の観光
観光経営Ⅰ
観光政策論
レジャー産業論
グリーンツーリズム特論
テーマパークとリゾート

基礎ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
経営トップセミナー

サウスウィックブライアンレイモンド

（47）
＜平成28年４月＞

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
リーディングⅠ
ライティングⅠ
英会話Ⅲ
英会話Ⅳ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ
パブリックスピーキングⅠ
パブリックスピーキングⅡ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
オーラルイングリッシュⅢ
オーラルイングリッシュⅣ

専
准教
授

滝沢 　憲一
（47）

＜平成29年４月＞

フードビジネス論
アグリ・フード実習Ⅰ
アグリ・フード実習Ⅱ
アグリ・フード実習Ⅲ
食と文化
環境と自然エネルギー
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

専 講師

井上　信恵
（36）

＜平成28年４月＞

観光英語Ⅰ
観光英語Ⅱ
英語Ⅰ
英語Ⅱ
海外英語実習
リーディングⅡ
ライティングⅡ
通訳ガイド入門
通訳ガイド演習Ⅰ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

7 教授

専 教授

専
准教
授

専

専 講師

井上　信恵
（35）

＜平成28年４月＞

観光英語Ⅰ
観光英語Ⅱ
英語Ⅰ
英語Ⅱ
海外英語実習
リーディングⅡ
ライティングⅡ
通訳ガイド入門
通訳ガイド演習Ⅰ
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
キャリアデザインⅠ※

専 講師

バロリ ブレンディ
（41）

＜平成28年４月＞

新潟県の観光
観光経営Ⅰ
観光政策論
レジャー産業論
グリーンツーリズム特論
テーマパークとリゾート
インターンシップ
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
キャリアデザインⅠ※

専
准教
授

サウスウィックブライアンレイモンド

（47）
＜平成28年４月＞

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
リーディングⅠ
ライティングⅠ
英会話Ⅲ
英会話Ⅳ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ
パブリックスピーキングⅠ
パブリックスピーキングⅡ
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

専
准教
授

滝沢 　憲一
（46）

＜平成29年４月＞

コンピュータリテラシー応用Ⅰ

コンピュータリテラシー応用Ⅱ

フードビジネス論
アグリ・フード実習Ⅰ
アグリ・フード実習Ⅱ
アグリ・フード実習Ⅲ
食と文化
環境と自然エネルギー
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
キャリアデザインⅡ※

専 教授

大宮　誠
（67）

＜平成30年４月＞
世界遺産論
農業政策論
農業経営論
商品の開発Ⅰ
商品の開発Ⅱ
キャリアデザインⅡ※
基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
インターンシップ
経営トップセミナー

大宮　誠
（68）

＜平成30年４月＞
世界遺産論
農業政策論
農業経営論
商品の開発Ⅰ
商品の開発Ⅱ
キャリアデザインⅠ※
キャリアデザインⅡ※
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
インターンシップ
日本史
外国史
経営トップセミナー

専 教授

渡貫　正治
（60）

＜平成30年４月＞

基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

スキー産業論
地場産業論Ⅰ
地場産業論Ⅱ
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兼担 教授

伊部　泰弘
（49）

＜平成29年４月＞

マーケティングⅡ
経営戦略論Ⅰ
経営戦略論Ⅱ
経営学実地研究
秘書概論

兼担 教授

杉浦　善次郎
（62）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ
レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

社会学(未開講)

兼担 教授

市島　清貴
（59）

＜平成29年４月＞

海外英語実習

専 講師

落合　純
（37）

＜平成28年４月＞

認知科学
心理学
コンピュータリテラシー応用Ⅰ
コンピュータリテラシー応用Ⅱ
地域と観光
観光調査法
ホスピタリティ産業の人材管理
現代社会と情報
観光データ・サイエンス

兼担 教授

伊部　泰弘
（46）

＜平成29年４月＞

販売と経営Ⅰ
販売と経営Ⅱ
マーケティングⅡ
経営戦略論Ⅰ
経営戦略論Ⅱ
販売と経営Ⅲ
販売と経営Ⅳ

兼担 教授

渡辺　保
（70）

＜平成30年４月＞

スキー産業論

兼担 教授

杉浦　善次郎
（57）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ
レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

兼担 教授

市島　清貴
（56）

＜平成29年４月＞

海外英語実習
異文化コミュニケーション

専 講師

落合　純
（33）

＜平成28年４月＞

コンピュータリテラシー基礎Ⅰ

コンピュータリテラシー基礎Ⅱ

コンピュータリテラシー応用Ⅰ

コンピュータリテラシー応用Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ

兼担 教授

市島　清貴
（57）

＜平成29年４月＞

兼担 教授
マーケティングⅡ
経営戦略論Ⅰ
経営戦略論Ⅱ
販売と経営Ⅲ
販売と経営Ⅳ
経営学実地研究
秘書概論

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ
レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

社会学

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ
レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

兼担 兼担教授 教授

海外英語実習
異文化コミュニケーション

伊部　泰弘
（46）

＜平成29年４月＞

兼担 教授

市島　清貴
（56）

＜平成29年４月＞

兼担 教授

販売と経営Ⅰ
販売と経営Ⅱ
マーケティングⅡ
経営戦略論Ⅰ
経営戦略論Ⅱ
販売と経営Ⅲ
販売と経営Ⅳ
経営学実地研究

兼担 教授

杉浦　善次郎
（61）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ
レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

社会学(未開講)

兼担 教授

市島　清貴
（58）

＜平成29年４月＞

海外英語実習

兼担 教授

伊部　泰弘
（48）

＜平成29年４月＞

マーケティングⅡ
経営戦略論Ⅰ
経営戦略論Ⅱ
販売と経営Ⅲ
販売と経営Ⅳ
経営学実地研究
秘書概論

専 講師

落合　純
（36）

＜平成28年４月＞

コンピュータリテラシー基礎Ⅰ

コンピュータリテラシー基礎Ⅱ

コンピュータリテラシー応用Ⅰ

コンピュータリテラシー応用Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
経営学実地研究
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ
心理学
ホスピタリティー産業の人材管理

海外英語実習
異文化コミュニケーション

伊部　泰弘
（47）

＜平成29年４月＞

専 講師

落合　純
（35）

＜平成28年４月＞

コンピュータリテラシー基礎Ⅰ

コンピュータリテラシー基礎Ⅱ

コンピュータリテラシー応用Ⅰ

コンピュータリテラシー応用Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
経営学実地研究
観光調査法
観光経営Ⅲ
地域と観光
専門ゼミナールⅠ
専門ゼミナールⅡ

杉浦　善次郎
（60）

＜平成28年４月＞

兼担 教授

渡辺　保
（70）

＜平成30年４月＞

スキー産業論

杉浦　善次郎
（59）

＜平成28年４月＞

専 講師

落合　純
（34）

＜平成28年４月＞

コンピュータリテラシー基礎Ⅰ

コンピュータリテラシー基礎Ⅱ

コンピュータリテラシー応用Ⅰ

コンピュータリテラシー応用Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ
基礎ゼミナールⅡ
経営学実地研究
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兼担 講師

安田　翼
（41）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ
レジャー&アウトドア実習Ⅰ
レジャー&アウトドア実習Ⅱ

兼担 教授

大澤　弘幸
（47）

＜平成29年４月＞

財務会計Ⅰ
財務会計Ⅱ

兼担 助教

森　赳人
（36）

＜平成29年9月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ
レジャー&アウトドア実習Ⅰ
レジャー&アウトドア実習Ⅱ

兼担 教授

吉田　一郎
（58）

＜平成28年４月＞

経済学
日本経済論

兼担 講師

鈴木　翔
〔37）

＜平成30年４月＞

経営分析論Ⅰ
原価計算論Ⅰ
原価計算論Ⅱ

兼担 教授

片上　洋
（68）

＜平成29年４月＞

マーケティングの基礎
マーケティングⅠ

兼担 教授

杉山　学
（51）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー

兼担 教授

中島　純
（57）

＜平成28年４月＞

現代社会と福祉
経営学実地研究

兼担 教授

落合　福司
（69）

＜平成28年４月＞

法学

兼担
准教
授

田中　淳
（43）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ
レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

兼担
准教
授

大澤　弘幸
（45）

＜平成29年４月＞

財務会計Ⅰ
財務会計Ⅱ

兼担
准教
授

齋藤　良宏
（39）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ
レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

兼担 教授

吉田　一郎
（54）

＜平成28年４月＞

経済学
日本経済論

兼担 教授

和田　造
（70）

＜平成30年４月＞

財務管理論Ⅰ
財務管理論Ⅱ
経営分析論Ⅰ
経営分析論Ⅱ

兼担 教授

片上　洋
（66）

＜平成29年４月＞

マーケティングの基礎
マーケティングⅠ
秘書概論

兼担 教授

杉山　学
（47）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー

兼担 教授

中島　純
（53）

＜平成28年４月＞

現代社会と福祉

兼担 教授

落合　福司
（65）

＜平成28年４月＞

法学

兼担 講師

塚辺　博崇
（40）

＜平成30年４月＞

兼担 教授

兼担 教授
マーケティングの基礎
マーケティングⅠ
経営学実地研究

兼担 教授

杉山　学
（49）

＜平成28年４月＞

兼担 教授

兼担 教授

兼担

兼担 講師

安田　翼
（40）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ

レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

兼担 助教

森　赳人
（35）

＜平成29年9月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ

レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

現代社会とスポーツ(未開講)

兼担 助教

鈴木　翔
〔36）

＜平成30年４月＞

経営分析論Ⅰ
経営分析論Ⅱ
英文会計（未開講）
原価計算論Ⅰ
原価計算論Ⅱ
キャリアデザインⅠ

兼担
准教
授

大澤　弘幸
（46）

＜平成29年４月＞

財務会計Ⅰ
財務会計Ⅱ
キャリアデザインⅡ
経営トップセミナー

兼担 教授

杉山　学
（50）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー

兼担 教授

中島　純
（56）

＜平成28年４月＞

現代社会と福祉
経営学実地研究

兼担 教授

吉田　一郎
（57）

＜平成28年４月＞

経済学
日本経済論

兼担 講師

塚辺　博崇
（41）

＜平成30年４月＞

販売と経営Ⅰ
販売と経営Ⅱ

兼担 教授

落合　福司
（68）

＜平成28年４月＞

法学

兼担 教授

片上　洋
（68）

＜平成29年４月＞

マーケティングの基礎
マーケティングⅠ
経営学実地研究

安田　翼
（39）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ

レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

兼担 助教

森　赳人
（34）

＜平成29年9月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ

レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

現代社会とスポーツ

経営分析論Ⅰ
経営分析論Ⅱ
英文会計
キャリアデザインⅡ

大澤　弘幸
（46）

＜平成29年４月＞

兼担 助教

鈴木　翔
〔35）

＜平成30年４月＞

兼担
准教
授 財務会計Ⅰ

財務会計Ⅱ
原価計算論Ⅰ
原価計算論Ⅱ

スポーツ&レジャー

中島　純
（55）

＜平成28年４月＞

現代社会と福祉
経営学実地研究

吉田　一郎
（56）

＜平成28年４月＞

経済学
日本経済論

販売と経営Ⅰ
販売と経営Ⅱ

落合　福司
（67）

＜平成28年４月＞

法学

片上　洋
（67）

＜平成29年４月＞

兼担 講師兼担 講師

安田　翼
（38）

＜平成28年４月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ

レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

兼担
准教
授

財務会計Ⅰ
財務会計Ⅱ

兼担 助教

森　赳人
（33）

＜平成29年9月＞

スポーツ&レジャー
アウトドアスポーツ

レジャー&アウトドア実習Ⅰ

レジャー&アウトドア実習Ⅱ

現代社会とスポーツ

経済学
日本経済論

和田　造
（70）

＜平成30年４月＞

大澤　弘幸
（45）

＜平成29年４月＞

兼担 教授

兼担 教授 財務管理論Ⅰ
財務管理論Ⅱ
経営分析論Ⅰ
経営分析論Ⅱ

スポーツ&レジャー

中島　純
（54）

＜平成28年４月＞

現代社会と福祉
経営学実地研究

吉田　一郎
（55）

＜平成28年４月＞

兼担 教授 マーケティングの基礎
マーケティングⅠ
秘書概論
経営学実地研究

兼担 教授

杉山　学
（48）

＜平成28年４月＞

兼担 教授

落合　福司
（66）

＜平成28年４月＞

法学

片上　洋
（66）

＜平成29年４月＞

教授
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兼担 助教

藤田　和樹
（41）

＜令和2年４月＞

日本国憲法
ビジネス法Ⅰ
ビジネス法Ⅱ

兼担
准教
授

横山　泰
（40）

＜平成28年４月＞

教養の自然科学
人工知能論

兼担
准教
授

西澤　一光
（61）

＜平成28年４月＞

教養の文章理解Ⅰ
教養の文章理解Ⅱ

兼担
准教
授

横山　泰
（36）

＜平成28年４月＞

教養の自然科学
現代社会と情報

兼担 助教

林　孝宗
（33）

＜平成28年４月＞

日本国憲法
ビジネス法Ⅰ
ビジネス法Ⅱ

兼担
准教
授

西澤　一光
（57）

＜平成28年４月＞

教養の文章理解Ⅰ
教養の文章理解Ⅱ

兼担
准教
授

滝沢　佳代
（31）

＜平成31年４月＞

日本国憲法

兼担
准教
授

西澤　一光
（60）

＜平成28年４月＞

教養の文章理解Ⅰ
教養の文章理解Ⅱ

兼担
准教
授

横山　泰
（39）

＜平成28年４月＞

教養の自然科学
現代社会と情報

兼担
准教
授

藤田　正樹
（39）

＜平成28年４月＞

日本国憲法
ビジネス法Ⅰ
ビジネス法Ⅱ

兼担
准教
授

西澤　一光
（59）

＜平成28年４月＞

教養の文章理解Ⅰ
教養の文章理解Ⅱ

兼担
准教
授

横山　泰
（38）

＜平成28年４月＞

教養の自然科学
現代社会と情報

兼担
准教
授

横山　泰
（37）

＜平成28年４月＞

教養の自然科学
現代社会と情報

兼担
准教
授

藤田　正樹
（38）

＜平成28年４月＞

日本国憲法
ビジネス法Ⅰ
ビジネス法Ⅱ

兼担
准教
授

西澤　一光
（58）

＜平成28年４月＞

教養の文章理解Ⅰ
教養の文章理解Ⅱ
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梅田　周
（29）

＜令和2年４月＞

経営学の基礎
異文化コミュニケーション
販売と経営Ⅰ
販売と経営Ⅱ

兼担 講師

梅田　純子
（61）

＜平成31年４月＞

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
アジア言語入門(中・露・韓）※

兼任 講師

白　雪晴
（50）

＜平成30年４月＞

中国語会話Ⅰ
中国語会話Ⅱ
中国語特論

兼担 講師

後藤　泰則
（43）

＜平成30年４月＞

経営トップセミナー
ｽﾎﾟｰﾂ＆ﾚｼﾞｬｰ

兼担 講師

東川　輝久
（41）

＜平成29年４月＞

経営学実地研究
キャリアデザインⅡ
経営トップセミナー

兼担
准教
授

齊藤　光俊
（48）

＜平成30年４月＞

キャリアデザインⅠ

兼任 講師

梅田　純子
（57）

＜平成28年４月＞

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語会話Ⅰ
中国語会話Ⅱ
中国語特論
アジア言語入門(中・露・韓）※

兼任 講師

白　雪晴
（49）

＜平成30年４月＞

中国語会話Ⅰ
中国語会話Ⅱ
中国語特論

兼担 講師

後藤　泰則
（42）

＜平成30年４月＞

経営トップセミナー

兼担 教授

梅田　純子
（60）

＜平成31年４月＞

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
アジア言語入門(中・露・韓）※

異文化コニュニケーション

兼担 講師

東川　輝久
（40）

＜平成29年４月＞

経営学実地研究
キャリアデザインⅡ
経営トップセミナー

兼担
准教
授

齊藤　光俊
（48）

＜平成30年４月＞

キャリアデザインⅠ

兼担
准教
授

松浦　れい子
（58）

＜平成30年４月＞

インターンシップ

中国語会話Ⅰ
中国語会話Ⅱ

兼任 講師

梅田　純子
（59）

＜平成28年４月＞

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語特論
アジア言語入門(中・露・韓）※

兼任 講師

白　雪晴
（48）

＜平成30年４月＞

兼担
准教
授

塗茂　克也
（52）

＜平成30年４月＞

経営トップセミナー
インターンシップ

兼担 講師

後藤　泰則
（41）

＜平成30年４月＞

経営トップセミナー

東川　輝久
（39）

＜平成29年４月＞

経営学実地研究
キャリアデザインⅡ

兼担
准教
授

齊藤　光俊
（47）

＜平成30年４月＞

キャリアデザインⅠ

兼担
准教
授

松浦　れい子
（57）

＜平成30年４月＞

キャリアデザインⅠ

兼担 講師

兼任 講師

梅田　純子
（58）

＜平成28年４月＞

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語会話Ⅰ
中国語会話Ⅱ
中国語特論
アジア言語入門(中・露・韓）※

兼担 講師

東川　輝久
（38）

＜平成29年４月＞

経営学実地研究
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兼任 講師

森野　茂
(55)

＜平成30年4月＞

交通サービス論
航空ビジネス論

兼任 講師

ティモシー・フィニー
（54）

＜平成28年４月＞

英会話Ⅲ
英会話Ⅳ
オーラルイングリッシュⅠ
オーラルイングリッシュⅡ
オーラルイングリッシュⅢ
オーラルイングリッシュⅣ

兼任 講師

菊野　麻子
（50）

＜平成28年４月＞

ビジネスマナーとホスピタリティ

兼任 講師

寺﨑　敬道
（61）

＜平成28年４月＞

宗教学

兼任 講師

トゥミー・グレゴリー
（53）

＜平成28年４月＞

オーラルイングリッシュⅠ
オーラルイングリッシュⅡ

兼任 講師

マズロフ・イゴーリ
（70）

＜平成31年４月＞

ロシア語特論

兼任 講師

木伏　あずさ
（61）

＜平成28年４月＞

観光英語Ⅲ
観光英語Ⅳ
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（TOEIC）

兼任 講師

小林　美奈子
（58）

＜平成28年４月＞

観光英語Ⅲ
観光英語Ⅳ
観光英語Ⅴ
観光英語Ⅵ

兼任 講師

ティモシー・フィニー
（51）

＜平成28年４月＞

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
英会話Ⅲ
英会話Ⅳ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ
オーラルイングリッシュⅠ
オーラルイングリッシュⅡ
オーラルイングリッシュⅢ
オーラルイングリッシュⅣ
ライティングⅡ
ビジネスイングリッシュⅠ
ビジネスイングリッシュⅡ

兼任 講師

菊野　麻子
（46）

＜平成28年４月＞

ビジネスマナーとホスピタリティ

兼任 講師

坂井　加奈子
（42）

＜平成30年４月＞

航空ビジネス論
交通サービス論

兼任 講師

寺﨑　敬道
（57）

＜平成28年４月＞

宗教学

兼任 講師

トゥミー・グレゴリー
（49）

＜平成28年４月＞

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ
オーラルイングリッシュⅠ
オーラルイングリッシュⅡ

兼任 講師

マズロフ・イゴーリ
（68）

＜平成31年４月＞

ロシア語特論

兼任 講師

佐々木　宏之
（42）

＜平成28年４月＞

心理学

兼任 講師

澤口　晋一
（57）

＜平成28年４月＞

地理学

兼任 講師

菅原　恵子
（69）

＜平成30年４月＞

秘書実務

兼任 講師

木伏　あずさ
（57）

＜平成28年４月＞

英語Ⅰ
英語Ⅱ
観光英語Ⅲ
観光英語Ⅳ

兼任 講師

金　紅花
（36）

＜平成29年４月＞

原価計算論Ⅰ
原価計算論Ⅱ

兼任 講師

小林　美奈子
（54）

＜平成28年４月＞

観光英語Ⅰ
観光英語Ⅱ
観光英語Ⅲ
観光英語Ⅳ
観光英語Ⅴ
観光英語Ⅵ
リーディングⅠ
ライティングⅠ

兼任 講師

石田　レイ子
（69）

＜平成28年４月＞

外国史

兼任 講師

ヴァンカンベン・ティモシー
（46）

＜平成29年４月＞

英会話Ⅲ
英会話Ⅳ
リーディングⅡ
オーラルイングリッシュⅢ
オーラルイングリッシュⅣ

兼任 講師

森野　茂
(54)

＜平成30年4月＞

交通サービス論

兼任 講師

菊野　麻子
（49）

＜平成28年４月＞

ビジネスマナーとホスピタリティ

兼任 講師

トゥミー・グレゴリー
（52）

＜平成28年４月＞

オーラルイングリッシュⅠ
オーラルイングリッシュⅡ

兼任 講師

マズロフ・イゴーリ
（69）

＜平成31年４月＞

ロシア語特論

兼任 講師

ティモシー・フィニー
（54）

＜平成28年４月＞

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
英会話Ⅲ
英会話Ⅳ
オーラルイングリッシュⅠ
オーラルイングリッシュⅡ
オーラルイングリッシュⅢ
オーラルイングリッシュⅣ
ビジネスイングリッシュⅠ
ビジネスイングリッシュⅡ

兼任 講師

寺﨑　敬道
（60）

＜平成28年４月＞

宗教学

兼任 講師

小林　美奈子
（57）

＜平成28年４月＞

観光英語Ⅰ
観光英語Ⅱ
観光英語Ⅲ
観光英語Ⅳ
観光英語Ⅴ
観光英語Ⅵ

兼任 講師

木伏　あずさ
（60）

＜平成28年４月＞

英語Ⅰ
英語Ⅱ
観光英語Ⅲ
観光英語Ⅳ

交通サービス論

兼任 講師

ビジネスマナーとホスピタリティ

阪口　嘉平
（75）

＜平成30年4月＞

航空ビジネス論

森野　茂
(53)

＜平成30年4月＞

兼任 講師

菊野　麻子
（48）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

ロシア語特論

兼任 講師

トゥミー・グレゴリー
（51）

＜平成28年４月＞

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ
オーラルイングリッシュⅠ
オーラルイングリッシュⅡ

兼任 講師

マズロフ・イゴーリ
（68）

＜平成31年４月＞

兼任 講師

ティモシー・フィニー
（53）

＜平成28年４月＞

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
英会話Ⅲ
英会話Ⅳ
オーラルイングリッシュⅠ
オーラルイングリッシュⅡ
オーラルイングリッシュⅢ
オーラルイングリッシュⅣ
ライティングⅡ
ビジネスイングリッシュⅠ
ビジネスイングリッシュⅡ

地理学
地誌

菅原　恵子
（69）

＜平成30年４月＞

秘書実務

寺﨑　敬道
（59）

＜平成28年４月＞

宗教学

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

財務会計論Ⅰ
財務会計論Ⅱ

小林　美奈子
（56）

＜平成28年４月＞

心理学

澤口　晋一
（59）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

金　紅花
（37）

＜平成29年４月＞

兼任 講師

観光英語Ⅰ
観光英語Ⅱ
観光英語Ⅲ
観光英語Ⅳ
観光英語Ⅴ
観光英語Ⅵ
リーディングⅠ
ライティングⅠ

兼任 講師

佐々木　宏之
（44）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

木伏　あずさ
（59）

＜平成28年４月＞

英語Ⅰ
英語Ⅱ
観光英語Ⅲ
観光英語Ⅳ

ビジネスマナーとホスピタリティ

坂井　加奈子
（42）

＜平成30年４月＞

航空ビジネス論
交通サービス論

兼任 講師

ティモシー・フィニー
（52）

＜平成28年４月＞

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
英会話Ⅲ
英会話Ⅳ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ
オーラルイングリッシュⅠ
オーラルイングリッシュⅡ
オーラルイングリッシュⅢ
オーラルイングリッシュⅣ
ライティングⅡ
ビジネスイングリッシュⅠ
ビジネスイングリッシュⅡ

兼任 講師

菊野　麻子
（47）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

宗教学

ロシア語特論

兼任 講師

兼任 講師

トゥミー・グレゴリー
（50）

＜平成28年４月＞

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ
オーラルイングリッシュⅠ
オーラルイングリッシュⅡ

兼任 講師

マズロフ・イゴーリ
（67）

＜平成31年４月＞

心理学

澤口　晋一
（58）

＜平成28年４月＞

地理学
地誌

菅原　恵子
（68）

＜平成30年４月＞

秘書実務

寺﨑　敬道
（58）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

佐々木　宏之
（43）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

兼任 講師

原価計算論Ⅰ
原価計算論Ⅱ

小林　美奈子
（55）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

木伏　あずさ
（58）

＜平成28年４月＞

英語Ⅰ
英語Ⅱ
観光英語Ⅲ
観光英語Ⅳ

兼任 講師

金　紅花
（36）

＜平成29年４月＞

兼任 講師

観光英語Ⅰ
観光英語Ⅱ
観光英語Ⅲ
観光英語Ⅳ
観光英語Ⅴ
観光英語Ⅵ
リーディングⅠ
ライティングⅠ

大宮　誠
（67）

＜平成29年４月＞

外国史
日本史

兼任 講師
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 講師

ギレット アリスター
 フランシス

（53）
＜平成31年4月＞

ライティングⅡ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ
リーディングⅡ

兼任 講師

石月　勇
（53）

＜平成30年４月＞

ブライダル論
ブライダル演習

兼任 講師

朱　貞淑
（41）

＜平成28年４月＞

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
韓国語会話Ⅰ
韓国語会話Ⅱ
韓国語特論
アジア言語入門(中・露・韓）※

兼任 講師

秋山　美和子
（47）

＜平成30年４月＞

着物文化と演習

兼任 講師

秋山　美和子
（47）

＜平成30年４月＞

着物文化と演習

兼任 講師

間瀬　博文
（30）

＜平成30年４月＞

ブライダル論
ブライダル演習

兼任 講師

朱　貞淑
（39）

＜平成28年４月＞

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
韓国語会話Ⅰ
韓国語会話Ⅱ
韓国語特論
アジア言語入門(中・露・韓）※

荻　美津夫
（69）

＜平成29年４月＞

日本文化史

兼任 講師

兼任

兼任 講師

ギレット アリスター
 フランシス

（52）
＜平成31年4月＞

リーディングⅠ
ライティングⅠ
ライティングⅡ
英会話Ⅴ
英会話Ⅵ

兼任 講師

井口　允
(35)

＜平成31年4月＞

ビジネス法Ⅰ
ビジネス法Ⅱ

兼任 講師

石月　勇
（52）

＜平成30年４月＞

ブライダル論
ブライダル演習

兼任 講師

朱　貞淑
（41）

＜平成28年４月＞

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
韓国語会話Ⅰ
韓国語会話Ⅱ
韓国語特論
アジア言語入門(中・露・韓）※

兼任 講師

斎藤　竜夫
（49）

＜平成29年４月＞

音楽表現Ⅰ
音楽表現Ⅱ

兼任 講師

秋山　美和子
（47）

＜平成30年４月＞

着物文化と演習

現代文化論

ブライダル論
ブライダル演習

朱　貞淑
（41）

＜平成28年４月＞

音楽表現Ⅰ
音楽表現Ⅱ

未定

兼任 講師

兼任 講師
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
韓国語会話Ⅰ
韓国語会話Ⅱ
韓国語特論
アジア言語入門(中・露・韓）※

兼任 講師

斎藤　竜夫
（49）

＜平成29年４月＞

秋山　美和子
（47）

＜平成30年４月＞

着物文化と演習

石月　勇
（52）

＜平成30年４月＞

兼任 講師

音楽表現Ⅰ
音楽表現Ⅱ

未定

現代文化論

講師

荻　美津夫
（68）

＜平成29年４月＞

日本文化史

兼任 講師

斎藤　竜夫
（48）

＜平成29年４月＞

兼任 講師

兼任 講師

ブライダル論
ブライダル演習

朱　貞淑
（40）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

兼任 講師
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
韓国語会話Ⅰ
韓国語会話Ⅱ
韓国語特論
アジア言語入門(中・露・韓）※

秋山　美和子
（46）

＜平成30年４月＞

着物文化と演習

間瀬　博文
（29）

＜平成30年４月＞

兼任 講師
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（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

【平成３０年度】

【平成２９年度】

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

【令和２年度】

【令和元年度】

（・高橋教授就任辞退により、渡貫教授が4月から就任。
・科目担当変更の理由により、塚辺講師が4月から就任。
・科目担当変更の理由により、鈴木助教が4月から就任。
・科目担当変更の理由により、白講師が4月から就任。
・坂井講師就任辞退により、阪口講師、森野講師が4月から就任
・間瀬講師就任辞退により、石月講師が4月から就任。
・科目担当変更により、齊藤准教授、松浦准教授、塗茂准教授、後藤講師が4月から就任

・野澤教授退職により、川﨑教授が4月から就任。
・小畑教授退職により、大内教授が4月から就任。
・藤田准教授退職により、石川(旧姓：滝沢)准教授が4月から就任。
・科目担当変更の理由により、井口講師、ギレット講師が4月から就任。
・梅田講師が経営情報学部専任教員で採用されたことにより、兼任から兼担へ

・滝沢特任准教授が退職により、藤田助教が4月から就任
・梅田特任教授任期満了により梅田助教が4月から就任
・科目担当変更の理由により、梅田講師が4月から就任。

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・齋藤准教授退職により、森助教が9月から就任。
・教育内容充実の理由による科目追加のため、東川講師、齋藤講師、荻講師が4月から就任。
・石田講師定年退職により、大宮講師が4月から就任。

　　　　 　　　　

＜新潟経営大学＞
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（注）・　本様式は、当該国際連携学科等に所属し授業科目を担当する専任教員（同一の学部又は研究科内の他の学科又は専攻の専任教員

　　　　（研究指導教員等）が兼ねて担当する場合も含める）について記入してください。

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= 0 ％
14

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

(2) （1） （3） （0） (6）

3 0 14

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

14 7

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

助　教
計

（Ｂ）
講　師教　授 准教授

助手
（Ａ'）

設置時の計画 現在（報告時）の状況

9 2 3 14
9 2

0

［ 0 ］

講　師 助　教
計

（Ｃ）
准教授

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

1
％

14
= = 7.14

0

14

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

70 1 0

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
14

計
（Ｃ）

教　授 准教授

［ 0 ］ ［ 0 ］

教　授

9 2 3 0 14

［ 0 ］

助手
（Ｃ'）

［ 　］［ 0 ］ ［ 0 ］

= 100 ％

助手
（Ｂ'）

0

助手
（Ｄ'）

0

［ 0 ］［ 0 ］

9 2 3 0 14

［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］

講　師 助　教
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 自由 0 自由 0 自由 0

30 科目 計 30 計 0 計 0

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

計 19 科目 計 19 計 0 計 0

0 選択 0
自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

2 人

必修 6 科目 必修 6 必修 0 必修 0
選択 13 科目 選択 13 選択

①

必修 専門ゼミナールⅡ ①

選択 通訳ガイド総合演習 ①

選択 インターンシップ ①

専門ゼミナールⅠ ①

必修 専門ゼミナールⅡ ①

①

H30.7.16付け死亡退職(元)

選択 通訳ガイド演習Ⅲ ①

必修 観光英語Ⅴ ①

必修 観光英語Ⅵ ①

選択 英語特論Ⅰ ①

選択 英語特論Ⅱ ①

必修 専門ゼミナールⅠ

後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

1 人
選択 3 科目 選択 3 選択 選択

自由 0 科目 自由 自由

自由

計

3 人

必修 14 科目 必修 14 必修 0 必修 0

選択 16 科目 選択 16 選択 0 選択 0

0

2 教授 野澤　義明 H30.7

選択 通訳ガイド演習Ⅱ

観光産業実習Ⅰ ①

選択 観光産業実習Ⅱ ①1 教授

旅行実務演習 ①

H31.3

選択

選択 観光地理 ①

選択 サービスと接遇 ①

必修

必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

選択 旅行ビジネス論 ①

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任等の理由

小畑　正博

選択 旅行業法 ①

選択

H31.3.31付け他大学からの割愛により退職(元)

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

必修 8 科目 必修 8 必修 必修

自由

計 11 科目 計 11 計 0 計 0

合計（Ｄ）

必修 専門ゼミナールⅡ ①

１ 教授 高橋　修一郎

選択

必修 キャリアデザインⅡ ①

必修 基礎ゼミナールⅠ ①

必修 基礎ゼミナールⅡ ①

必修 観光経営Ⅲ ①

選択 民宿・旅館経営論 ①

必修 キャリアデザインⅠ ①

（３） 専任教員辞任等の理由

選択 ホスピタリティ産業の人材管理 ①

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

観光調査法 ①

一身上の都合のため就任辞退（29）

必修

必修 インターンシップ

専門ゼミナールⅠ ①

①
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　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）

（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

早期に教員の公募を行い、後任を決定する。学生への周知についてはオリエンテーション、ガイダンス時に周知を行う。(29）
早期に学内教員での科目担当の検討および教員の公募を行い、後任者を決定した。また、学生への周知は年度初めのオリエンテーション、
ガイダンス時に行った。(元）

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

計 0 科目 計 0 計 0 計 0

○○ 選択 ○○

自由 #VALUE! 科目 自由 ○○ 自由 ○○ 自由 ○○

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

○○ 人

必修 #VALUE! 科目 必修 ○○ 必修 ○○ 必修 ○○

選択 #VALUE! 科目 選択 ○○ 選択

番　号 職　位 専任教員氏名 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由必修・選択・自由の別

=
3

= 21.42 ％
14

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

該当なし 該当なし

（27年６月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（29年２月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（30年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（31年3月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和2年3月）

高大連携講座や資格取得、
少人数教育におけるきめ細
やかな指導など、魅力や将
来性をアピールするため高
校訪問、進学説明会へ積極
的に参加を行った。入学定
員について検討を始める。

観光経営学部観光経営
学科の定員充足率の平
均が0.7倍未満となっ
ていることから、学生
確保に努めるととも
に、入学定員の見直し
について検討するこ
と。

入学定員確保に向け、募集
活動及び広報活動のアク
ションプランを実施する。
高大連携講座や資格取得、
少人数教育におけるきめ細
やかな指導など、魅力や将
来性を高校生及び高校へア
ピールし、入学定員の確保
に努める。

広報、募集活動についての
アクションプランを策定
し、定員確保に努めると共
に地域との連携、特色ある
教育プログラムを強く打ち
出す。今後の入学定員及び
学部をどうして行くのかを
含め検討を進める。

平均入学定員充足率が
0.29倍と著しく低い。
学生確保に努めるとと
もに、長期的な学生確
保の見通しを客観的根
拠に基づき分析し、入
学定員について見直し
も検討しつつ、収容定
員の充足に努めるこ
と。

入学定員確保に向け、広報
活動の強化の他、近隣高校
など地域との連携強化を行
い魅力ある大学をアピール
していく。また、学生確保
に対する学部分析を行いよ
り良い方法を模索してい
く。

分析に基づく広報活動につ
いてのアクションプランを
策定し、定員確保に努める
と共に地域との連携、特色
ある教育プログラムを強く
打ち出す。入学定員の見直
し及び学部再編も含め検討
を進める。

指摘事項
（改善）

附　帯　事　項　等

履行中

履行済

改善意見

指摘事項
（是正）

履　行　状　況

履行中

観光経営学部観光経営
学科の定員充足率の平
均が0.7倍未満となっ
ていることから、学生
確保に努めるととも
に、入学定員の見直し
について検討するこ
と。

入学定員確保に向け、募集
活動及び広報活動を強化し
ている。高大連携講座や資
格取得、少人数教育におけ
るきめ細やかな指導など、
魅力や将来性を高校生及び
高校へアピールし、入学定
員の確保に努める。

入学定員が依然として
未充足である。提示さ
れた学生確保に向けた
取組等を確実に実施す
るとともに、引き続き
長期的な学生確保の見
通しを客観的根拠に基
づき分析した上で、よ
り効果的な改善策を新
たに講じるなど入学定
員の充足に努めること
（観光経営学部　観光
経営学科）

観光経営学部観光経営学科
の募集を停止し、文部科学
大臣に募集停止の手続きを
行った。
（令和2年3月27日提出）

６　附帯事項等に対する履行状況等

改善意見 履行中

在学生が卒業するまで教育
を継続する。
募集停止を発展的なものと
するため、これまで観光経
営学部で培ってきた教育を
既設の経営情報学科の教育
に反映するためカリキュラ
ムの改編を検討する。
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　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

　　　　具体的に記入してください。

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし 該当なし

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

・教務委員会において教育に係る全学的な視野でのＦＤの運営及び推進を図っている。ＳＤ活動については、総務・
会計課を中心に計画を立てて実施している。

添付資料：新潟経営大学教務委員会規程

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

①　実施体制

・毎月開催される観光経営学部会議では、授業運営及び学生指導の充実、高大連携・地域連携や貢献事業について審
議し、実施している。

　ａ　委員会の設置状況

「アンガーマネージメントについて」の内容で実施。

・教育に関する全般的事項
・授業評価アンケートの実施
・ＦＤ、ＳＤの実施計画

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　・合同ＦＤ・ＳＤの開催

・観光経営学部レベルでは学生及び授業等についての意見交換会を毎週開催している。学部専任教員は全員参加して
いる。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

学生がWEBポータル上にある「授業評価アンケート」にアクセスし、回答している。
アンケートは科目別に自動集計され、集計結果は科目担当教員がWEBポータル上で確認することとしている。ま
た、教務委員会においても集計結果の確認を行っている。

７　その他全般的事項

＜観光経営学部　観光経営学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

・月１回の定例開催の他、臨時案件での開催をしている。教員8名、職員2名で組織されている。

　ｃ　委員会の審議事項等

　ｂ　実施方法

全科目（一部対象外科目あり）を対象に年2回（前期・後期）で実施。

特別な支援を必要とする学生の理解が深まり、個々の指導や対応に役立てることができた。
成績評価基準や評価方法の再確認を行い、教育の質向上が図られ、授業アンケートの活用方法を学び、より良い
授業への展開に寄与された。

　ａ　実施の有無及び実施時期

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ｃ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・ＦＤの開催

外部講師を招き実施した。

　　・合同ＦＤ・ＳＤの開催

教員、職員及びカウンセラーがテーマごとの説明を行い、本学の現場で起こっている問題点や改善点を共有し
た。
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③　認証評価を受ける計画

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　ｂ　公表方法

　　・令和3年度に評価機関（公益財団法人 日本高等教育評価機構）の評価を受けるべく、学内で検討中。

　　　　いて記入してください。

　　・自己点検・評価報告書を刊行し、大学ホームページにて公開を行う。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　ａ　公表（予定）時期

該当なし

　　・令和2年9月1日

令和元年度に観光経営学部の設置計画の検証を行い、平成31年4月1日から令和2年3月31日までの期間において、自己
点検・評価を実施する予定である。

①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・初見
観光経営学部観光経営学科の設立の経緯は、当時、観光は国家の重要な成長戦略の柱に据えられ、新潟県においても平
成29年に「新潟県観光立県推進条例」が改訂され、国内外からの交流人口を拡大し、地域経済の活性化の呼び水として
観光産業が県内経済を牽引する産業として大きな力を発揮するものとしてとらえられていたが、県内に観光系の学部・
学科を擁する大学は皆無であった。こうした背景から、母体である新潟経営大学の経営学を基礎として、新たに観光学
を融合して観光産業及び地域産業の発展に貢献し得る人材の育成を目的に「観光経営学部観光経営学科」の設立に至っ
た。
　学部開設初年度は、県内の観光名所を巡り学生自らの気づきを目的とするフィールドワークとして「県内観光バスツ
アー」を実施し、その成果を「高大連携にいがた観光講座」「インターンシップ・フォーラム」にて発表を行った。ま
た、実務家出身教員と特別客員教授がオムニバス形式により地域ものづくりの先達や地域のリーダーから学ぶ講義「地
域と観光」を開講した。加えて、JR東日本の要請で大学が立地する加茂商工会議所と共同で実施する「加茂山ハイキン
グ」、新潟県とJR西日本が主催し関西の学生を新潟県内各地（上越、佐渡、越後妻有）に分かれて「おもてなし」をす
る「新潟カレッジ」、新潟市がベトナムでキャンペーン活動を実施する「ジャパン・ベトナムフェスティバル」への参
加など、国内外において体験型の授業を行った。
　学部開設の翌年に２年次生を対象に外部機関と連携した「就労体験型インターンシップ」を実施。この科目は、いわ
ゆるインターンシップとは一線を画し、座学で理論とマナーを徹底的に学んだ後に受入企業等にて実践実務現場で指導
を受けることを特色としている。受け入れ企業は、「近畿日本ツーリスト」、三条市「保内道の駅」、JA南蒲の直売店
「ただいまーと」、精麦をコアコンピテンスとして県内に多角化事業を展開する「阿部精麦」から受け入れていただい
た。
　学部開設3年目以降は、学長のリーダー・シップのもとで金融機関との包括連携協定が推進され、協定金融機関の顧客
に内在する課題を本学の学生と教員が発見し解決の提案を行うPBL型インターンシップ「経営学実地研究」を実施した。
このうち「胎内リゾート活性化プロジェクト」は「新潟県・魅力向上支援事業」に採択され、同じく、「新潟県日露交
流推進事業inウラジオストク」にも採択され、学生と教員がウラジオストク（ロシア）に出向き、新潟の魅力発信活動
を展開した。
　平成30年度に新潟東高校と包括連携協定を締結し、同年に公表された「新高等学校指導要領」における探究授業の要
である「アクティブラーニング」を県内高校に先駆け同校と連携して実施する取り組みを開始した。
　令和元年度には継続事業として「胎内リゾート活性化プロジェクト」が第2次プロジェクトとして「観光マスタープラ
ンの策定」に発展した。
　このように地域と連携しながら教育に取り組んできたが、開設初年度から定員未充足が続き、完成年次に至ってもこ
の状況を改善することができなかった。そのため、学部の継続および在学生の卒業までの学業の保証も踏まえ学内で検
討を行い、さらに評議員会の意見を聴きながら理事会においても審議を重ねた結果、令和3年度入試から募集を停止する
こととし、令和2年3月27日に文部科学大臣に募集停止手続きを行った。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

②　自己点検・評価報告書

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見
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　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（令和２年９月１日）

　　　　「無」にマルを記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和２年度）
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